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女
性
の
参
画
、一
見
順
調

生
か
し
き
れ
な
い
訌

詐
‥

政
府
は
2
2
日
の

閣

議
で

、
男

女
共

同

参
画

状
況
に

つ
い

て

内
閣

府
が

ま
と

め

た
0
1
年
版
「
男
女

共
同

参
画

白
書
」（
「

平

成
1
2
年
度

男
女

共
同

参
画

社
会
の

形

成

の

状
況
に

関
す

る
年

次
報

国
」

お
よ

び

ｊ偶配有婚未ぐ移推の率カ働労別級階齡年の性女

知
∞
　

卯
　
匐
　
匐
　
恥

″
等ｇＪ

｀
員
学

績一
Ｉ
一

一

｝

」
」

ｆ
I
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ゆ

｀

一

「
平
成
1
3年
度
に
お
い
て
講
よ
う
と
す

る
男
女
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関

す
る
施
策
」）
を
決
定
し
た
。

白
書
は
、
新
た
に
「
序
説
」
が
設
け

ら

れ
た

。

３
歳ぐ－6

5
6
4

ゝ
Ｓ5

4
闖4

9
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5
4
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いいＥ

一

‰
、

省

一

’

月
　
所

亠

女
性
た
ち
が
社
会
や
企
業
で

個
性
と
創
造
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
、
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
日
本
を
つ
く
る

上
で
不
可

欠
で
あ
る

。
し

か
し

、
現
実
は
女
性
が
社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画

し
て

い
る

と
は
い

え

な

い
、
と
指
摘
し

、
そ
の
た

め
の
国
の
施
策
や
推
進
体

制
の
強
化
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

内
容
は
、
「
政
策
・
方

針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参

画

」

で

は

、

国

政

選

挙

の

立

候

補

者

が

衆

議

院

（
1
4
・
４

％

、
2
0
0
0

年

６

月

）

・

参

議

院

（
2
3

°
９
乙
％

丶

Ｉ

Ｑ
）Ｑ
Ｘ
５
年

７

月

）

と
Ｅ

）伸

び

、

政

治

に

参

加

す

る

意

識

・

意

欲

が

″

】

一
る丶‰てれら

ぜ龠を臣大当

一
　

一

Ｅ
　

一せ併心…｀

１

月
６

日

、
中

央
省
庁

等
改

革
に

伴

い

、
内
閣

総
理

大
臣

を
長

と
す

る
内

閣

府

が
新

設
さ

れ

た
。
内
閣

の
重

要
政

策

を

遂
行

す
る

た
め
の

機
関
で

、
内

閣

総

理

大
臣

、
内
閣

官
房

長
官

、
特

命
担

当

大

臣
の
下

、

―
官
房
４

局
７

総

括
官
か

ら

構
成

さ
れ

、
各
省

庁
よ

り
一
段

高
い

立

場
に

あ
る

。

現
在

、
内
閣

府
に

は
重

要
政

策
に

関

す

る
４

つ

の

会

議

が

設

置

さ

れ

て

い

る

。
そ
の

一

つ
が

「
男

女
共
同

参
画

会

議

」（

そ
の

他
は

、
中

央
防

災
会

議

、
総

合

科
学

技
術

会
議

、
経
済

財
政

諮
問

会

議

）
だ

。
同

会
議
は

、
内

閣
官
房

長

官

を

議
長
に

、
各
省
大

臣
と

有
識

者
2
4
名

以

内
で

構
成

さ
れ

、
従

来
の
男

女
共

同

参

画
審

議
会
の

機

能
に

「
施
策
の

実

施

状

況
の

監
視

及
び
影

響
調

査
」
の

機

能

が
加
わ

っ
た

強
力
な

も
の

に

。

男
女

共
同

参
画
会

議
の

下
に

は

、
①

「
基
本

問
題

専
門
調

査
会

」（
男

女
共

同

府閣内

高
ま
っ
て
い
る
。
国
の
審
議
会
な
ど
の

女
性
の
委
員
の
割
合
も
着
実
に
増
加
。

2
0
0
0

年
末
ま
で
に
2
0％
を
目
標
に

し
て
い
た
が
、
９
月
末
に
は
2
0・
９
％

と
な
り

、
こ
の
実
績
を
踏
ま
え
「
2
0

0
5
年
ま
で
に
3
0％

を
達
成
す
る
」
と

い
う
新
た
な
目
標
を
打

ち
出
し

た
。

が
、
委
員
が
同
じ
人
物
で
重
複
し
な
い

努
力

も
必

要
だ

。

世

界
の

中
で

、
日

本
女
性

の

位
置
は

ど

う
か

。
Ｈ

Ｄ
Ｉ
（

人
間

開
発

指
数

）
、

Ｇ
Ｄ
Ｉ

（

ジ
ェ
ン

ダ

ー
開
発

指

数
）
、
Ｇ

Ｅ

Ｍ
（

ジ
ェ
ン

ダ
ー

・
エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
指

数
）

を

、
Ｈ
Ｄ

Ｉ

上

位
2
0
力
国
の

平
均

と
日

本
を
比

較

。
Ｈ
Ｄ
Ｉ

値
、
Ｇ

Ｄ

Ｉ

値
は

平
均

を
若
干

上

回
っ
て

い
る

が

、
Ｇ

Ｅ
Ｍ

は

大

き

く

下

回

り

、
特

に

、
国
政

の
議

席
数

、
行
政

職
や

管
理

職
に

占
め

る
女

性
の

割
合

が
著
し

く
低

い
こ

と

が
詳
ら
か

に

。

「

就
業

の
分
野

に
お

け
る

男
女

の
共

同
参

画
」

は

、
女

性
の

年
齢

階

級
別
の

労
働

力
率

は
、
出

産

・
育
児

期
に

い

っ

た
ん

就

業
を
中
断

す
る
Ｍ

字

カ

ー
ブ

を

描
い
て

い

る
が

、
潜

在
的

労
働
力

率
は

Ｕ

宇

カ

ー
ブ
を

描
き

、
先

進
諸
国

の
形

状
に

近

づ
い

て
い

る

。
給
与

面
で

は

、

３
０
０

万

円
以
下

が
女
性

は
6
3％

、
男

性
1
6％

。
７

０

０
万

円
以

上
で

は
女

性

３
％

に

対
し

、
男

性
2
4％

と

男
女
差

が

顕

著

。
白
書
は

、
「
多

様
な

就
業
形

態

が

あ

っ
て

、
ど

の

様

な

選

択

を
し

て

も

、
性

別
に
か

か

わ
り
な

く
公

正
な

評

価

が
担

保
さ
れ

る

社
会
の

実
現

が
望

ま

れ
る

」
と

し
て
い

る

。

そ

の

他
、
「

職

業
生
活

と

家
庭

・
地

域

生
活
の

両

立
」「

高
齢
者

の

暮
ら
し

」

「
女

性

に

対

す

る

暴

力
≒

健

康
」「

人

権
」「

教

育
・
学

習
」

等
に
つ

い
て

問

題

点

を
抽
出

・
分

析
し
て

い

る

。

白
書
は

、
こ

れ
ま
で

の

Ａ
５

判
か

ら

倍
の

大

き
さ
の

Ａ
４

判
に

な
り

、
カ
ラ

ー
化

さ

れ
て

見

や

す
く
な

っ
た

。
国
内

外
の

ト

ピ
ッ
ク

も
ふ

ん
だ

ん
に

織
り
込

ま
れ
て

お

り

、
資

料
で

あ

る
と

同
時
に

読
め

る

も
の
に

な

っ
て

い

る

。

変
革
は
男
女
共
同
参
画
で

第
１
回
全
国
会
議
に
1
7
0
0

人

1
9
9
9

年
（

平

成
Ｈ

）
６

月
2
3日

に
公

布

・
施
行
し

た

「
男

女
共

同
参
画

社

会

基

本

法
」

を

踏

ま

え

、
今

年
か

ら

、
６
月
2
3
日

か
ら
2
9
日

ま
で

が

、「
男

女

共
同

参
画
週

間
」

に
な

っ
た

。
こ
の

間

、
男

女

共

同

参
画

社

会

実

現

に

向

け

、
全
国
で

さ
ま

ざ
ま
な
行

事

・

啓
発

活
動

が
実

施

さ
れ
る

。
そ

の

一
環

、「
男

女

共
同

参
画

社
会

づ
く
り
に

向

け
て
の

全
国

会

議
」（

主
催
・

男
女

共
同

参
画

推

参

画
社
会

の

実
現
の

た
め
の

基

本
的

な

理

念
・
哲

学

・
国
内

本

部
機
構

の
在
り

方

、
目

標
と

す
る
指

標
な

ど
の

調
査

検

討

を
行

う
）
、
②
「
仕

事
と

子
育
て

の
両

立

支
援
対

策
に

関
す

る

専
門
調

査
会
」

（
両

立
支

援
の

た
め
に

重

点
的
に

取

組

む
こ

と

、
配

慮
す

べ
き
点

を
検

討
）
、
③

「

女
性
に

対

す
る

暴
力
に

関
す

る
専
門

調

査
会
」（

Ｄ
Ｖ

や
性

犯

罪
に

つ
い

て
の

ふ
徭

の
施

策
の

在
り

方
に

つ
い
て

調

査

検

討
を

す
る

）
、
④

「
苦
情

処
理

・
監

視

専

門
調

査
会

」（

各
省

庁
に

お
い
て

男

女

共

同
参

画
基

本
計
画

が

着
実
に

実
施

さ

れ

て

い

る

か

を

調

査

検

討

す

る
）
、
⑤

「

影
響
調

査

専
門
調

査

会
」（

諸

制
度

・

慣

行
な

ど

、
男
女
共

同

参
画
社

会
の
形

成
に

影

響
を

及
ぼ

す
政
府
の

施

策
な

ど

に

つ
い

て

調

査
検
討

を
行

う
）
の

、
５

つ
の

調

査
会

が
設
置

さ
れ

、
精

力
的

な

議

論
が

行
わ

れ
て

い

る

。

進
本
部
、
内
閣
府
）
が
、
2
5日

、
東
京

・
新
宿
の
惠
示
厚
生
年
金
会
館
で
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
1
7
0
0

人
。

同
会
議
で
は
、
女
性
の
知
事
第
１
号

に
な
っ
た
大
阪
府
知
事
の
太
田
房
江
さ

ん
が
「
大
阪
か
ら
ひ
ら
く
男
女
共
同
参

画
」
と
題
し
て

、
基
調
講
演
。
続
く
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム
「

国
と

地
方

が
共
に

進
め

る
男

女
共

同
参

画
」
で

は

、
鹿

嶋

敬
（

男

女
共

同

参
画
会

議
専

門
委

員
・
日

経

新

聞
編

集

委
員
兼

論
説

委
員

）
さ

ん
を
コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に

、
下

村
満

子
（

福

島
県

男
女

共
生
セ

ン

タ

ー
館
長

）
広

岡

守

穂
（

男

女

共

同

参

画

会

議

専
門

委

員

、
中

央

大

教

授

）
、
深

尾

凱

子

（

同
、
埼

玉
短

大
教

授
）
、
山
田
宏

（
東

京
都

杉
並
区

長

）
さ

ん
ら
パ

ネ
リ

ス
ト

が

、
そ
れ

ぞ
れ

が
関

与

ら

し
て

い
る

地

方
自
治

体
の

実
情

な

ら

μ
Ｅ

顧

ひ

交

ぜ
な

が
ら

、
男
女

共

丿

同

参
画
実

現
の

た
め
に

進

む

べ
き

ヽ
方

向
を
擽

っ
た

。

一
一
　

基
調
講

演
で

太
田

さ
ん

は

、
大

’゙
阪

府
の
島

本
町

議
会
で

女

性
議

員

広

の

占
め
る

比
率

が
4
4
・
４

パ
ー
セ

匹

ン
ト

と
な

り

、
女
性

が
豊

能
町

長

下

に

な

っ

た

な

ど

改

正

均

等

法

以

亂

降

、
個
性

的
で

パ
ワ

ー
の

あ
る

女

丿

性

が
出
て

き
て
い

る

が

、
・
Ｇ

Ｅ
Ｍ

か

統
計

な
ど
で

見

る
と

、
日

本
は

後

↑一

進

。
「
世

界
の

進
み

方

が
は
る

か

で

に

早
く

、
も

う
一
歩

も
二

歩
も

進

心一

め

な
い
と

日

本
は
置
い

て
い

か

れ

心

る

」
と
語

り

、
「
変

革
の

時
代
で

ツ

あ

る

今
こ

そ

、
女

性

の

チ

ャ
ン

シ

ス
・

構

造
改

革
の
リ

ト
マ
ス

紙

は

女

性
」
と

し

、
こ
れ

ま
で

制
度

シ

ス
テ

ム
の

外
に

い
て

、
客

観
的
に

見
て

き

た
女

性
が
変

え
ら

れ
る

と

話
し

た

。
ま

た
　

祕

の

職

域
の
拡

大

や

、
男

性
の

育
児

休
業
取

得

促
進

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と

の
連

携
強
化

な

ど

、
大
阪
府
の

取

組

み

を

紹

介

。
「

大
阪

は

、
昔

か

ら

、
女

性
が

時
代

を
先
取

り
し

、
産

業

化
に

手

腕
を

振
る

っ
て

き

た
と
こ

ろ

。

東

京
の

一
極

集
中
で

な
い

、
多

様
多

軸

性

を
発

揮
し

、
地
に

つ
ぃ

た
変

革
を

す

る

こ

と

が
、
国

の

変

革

の

力

に

も

な

る

」
と

大

阪

再

生

へ

の

意

欲

を
語

っ

た

。シ
ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

は

、
下

村

さ

ん

が

、
福

島
県
の

男

女
共
生
セ

ン

タ
ー
で

事

業
展

開
し
て
ぃ

く
に
あ

た
り

、
意

思

決

定
機

関
に

女
性

が
参
画
し

て
い

く
と

い

う
積

極
性

が
、

ま
だ
十

分
で
は

な
い

こ
と

を

感
じ
る

と
話
し

、
国
政

、
首
長

選
で

女

性
候
補

を

資
金
的
に

も

応
援
し

て

い

る

「
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｗ
Ｉ

Ｎ

」
の
活

動

を

紹

介

。
地
方
自

治
体
で

作

成

が
進
ん
で

い

る
男

女
共
同

参
画

条
例
に

つ
い
て

、

先

進
県
で

あ
る

埼
玉

県
で

条
例

作
り
に

関
わ

っ
た

深
尾

さ
ん

か
ら

は

、
同

県
の

条
例

の
目

玉
で

も
あ

る
苦
情

処
理

機
関

の

取

組
み

。
広

岡
さ
ん

は

、
女
性
Ｎ

Ｇ

Ｏ

が
Ｎ

Ｐ
Ｏ

へ

と
発

展

、
地
域
で

起

業

へ
と

結

び
つ
い
て

い

く
可

能
性

、
現
在

審

議
中
の

育
児

休
業

法
改

正
（

育
児

休

業

を
取

っ
た
人

を
不
利

益
に

扱
わ

な
い

な

ど

）
を

も

っ

と

注

目

す

べ

き

と

喚

起

。
ま
た

、
山
田

さ
ん

は

、
原

水
禁

運

動
の

き

っ
か

け

を
作

っ
た
よ

う
に

、

杉

並
区
に

お
け

る

女
性
の

住

民
運

動
が
活

発
で

あ
る

と
し

た
上
で

、
現
在
の

行
動

計
画

を
区

民
の

目
線
で

、
確
実
に

行
う

こ
と

が

大
切
で

あ
る

と
し

「
こ
れ

ま
で

の
活

動
の

反
省

と
総

括
を

踏
ま
え
て

条

例

に

し
て

い

き

た
い

」
と

話

し
て

い

た

。
奕
嶋

さ
ん

は
「

制
度
に

風
土

が
つ

ぃ

て
ぃ

か

ず

、
意
識

改
革
は

な
か

な
か

進
ま

な
い

が

、
こ

の
ジ

ェ
ン

ダ

ー
バ
イ

ア
ス

を

揺
り
動

か

す
の

が
、
男

女
共

同

参

画

。
第
３

号

被
保

険
者

廃
止
や

、
別

姓

容
認
の

動
き

も
あ

る

、
共
同

参
画

を

実
現

し

な
い

と

、
日

本
経

済
に

不
利
と

い

う
兆
し

が
や

っ
と

出
て

き
た
」

と

締

め
く

く

っ
た

。

標

語

決

ま

る

／
。

内

閣

府

で

は

「
男

女
共

同

参

画

週

凹

実

施
に

先
立
ち

、
同
週

間
の

標
語

を

募
集

。
次
の
３

点

を
選

ん
だ

。

最
優

秀
作
品

『
の

び
ゃ

か
に
　

生

き

る
男

女
の
　

参
画

社
会
』（

秋
田
県

・

篠

田

健
三

さ
ん
）
。
優
秀

作
品

『
み

と
め

あ

う
　

男

女
で
ぃ

ぃ

明
日
　

い
い

社
会

』

（

滋
賀

県
・

南
栄

市
さ
ん

）
、
『
主
役

は

男

女
　

仕
事

も
家

事
も
　

社

会
で

も
』

（

京
都

府
・

佐
々

木
龍

夫
さ
ん

）
。

一
一

・
。ｒ

ｒ

Ｉ
〆

Ｉ

■
■
■

頤

腫

硝

憑

一

。
―

臉

座

聞

匹

、
｀
　

‐
‘
ｙ

新

吮

い
″
か
　

郊

。

凛凛郷

一

…‥一
‥

”

火

琵

屁箘

Ｅ

胆

窟

耆

一

‥
瀕

。
｛

‥

。
‥

‥
。
。
髟

親

匹

一

封

｝

二

｀ ｊ

ｌ

’

沁

繼

詔

久

四

百

彰

詣

宍

纈

Ｊ

讖

匹

・

性

四

・

囮

餤

鰯

冒

詣

溶

牆

。

戦
前

、
小

学
校

５

年

か

ら

国

史

（

日
本

史
の
こ

と

を
こ

う
い

っ

た
）

を

習
っ

た
。

私
は

３

つ
の

疑
問

を
持

っ

た
。
第

一
は

日

本
の

歴

史
が

神
話

で

始
ま
る
こ
と
。
歴
史
の
本
が

好
き
で

、
北
京
原
人
や
石

器
時

代
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

た
私
は
不
思
議
で
仕
方
な
か
っ

た
▼
２
つ
目
は
南
北
朝
時
代
。

北
朝
は

朝
敵
と
教
わ
る
の

だ

が
、
系
図
を
み
る
と
ど
う
考
え

て
も
今
の
天
皇
は
北
朝
の
子
孫

だ
。
３
つ
目
は
幕
末
。
尊
皇
攘

夷
が
い
つ
の
間
に
文
明
開
化
に

な
る
の
か
。
ど
う
し
て
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
▼
戦
後
、
は
じ
め

の
２
つ
の

疑
問
は

す
ぐ
と

け

た
。
再
開
し
た
日
本
史
の
時
間

の
最
初
に
、
縄
文
、
弥
生
式
土

器
の
こ
と

を
習

っ
た
時
の

感

動
。
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
▼
３

つ
目
の
疑
問
は
な
か
な
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
判
っ
て
き
た
の

は
成
人
に
な
っ
て

か
ら
で

あ

る
。
世
の
中
の
潮
流
が
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
変
わ
る
。
き
っ

か
け
は
髪
一
筋
の
よ
う
な
こ
と

で

ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
と
い
う
こ

と

も
体

験
し
た
▼
そ
の

私
で

も
、
こ
の
２
ヵ
月
ほ
ど
の
風
の

変
わ
り
方
に
は

驚
く
ば
か
り

だ
。
「
変
え
る
」
の
一
言
で

、

世
論

が
大
逆

転
し

た
。
こ

れ

は
、
閉
塞
感
に
お
そ
わ
れ
て
い

た
国

民

の
「
期

待
率
」「
ム

ー

ド
」
と
い
う
。
マ
ス
コ
ミ
論
調

を
み
る
と
期
待
が
裏
切
ら
れ
た

と
き
を
心
配
し
て
い
る
よ
う
だ

▼
私
は
む
し
ろ
期
待
に
こ
た
え

た
時
の
方
が
心
配
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
私
だ
っ
て
「
い
い
改
革
」

は
賛
成
だ
。
問
題
の
役
人
の
天

下

り
の
特

殊
法

人
の
十
や
二

十

、
潰
し
て
ほ
し
い
と
思
う
▼

し
か
し
恐
ろ
し
い
の
は
、
「
痛

み
」
に
た
え
て

強
く
豊
か
な
日

本

を
復
活

し
た

と
き
、
「
痛

み
」
を
免
れ
た
強
い
人
は
切
り

捨
て
た
弱
者
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
だ
。
日
産
自
動
車

を
黒
字
に
し
た
コ

ー
ン
さ
ん
は

今
、
英
雄
だ
。
首
を
切
ら
れ
た

人
が
忘
れ
ら
れ
、
「
再
建
」
の

功
績
ぽ
か
り
が
は
め
た
た
え
ら

れ
る
の
は
恐
ろ
し
い
。

・

問

わ

れ

て

い

る

の

は

、
私

た

ち

自

身

の

歴

史

認

識

だ

歴

史

教

科

書

何

か

問

題

謚

壮

Ｊ

に

牋

呷

譴

ｊ

レ
1
1
1
1
1

さ
わ
し

い
教
科
書
な
の
？
　

徹
底
検
証
。

Ａ
５
判
・
２
５
６
頁

本
体
１
６
０
０
円

回

ど

っ
ち

の

国

も

ど

こ

か

オ

カ

シ

イ

ー
・

な

ん

や

、
こ

れ
？
・
万
窟
杲

米

谷

一

ｒ
＆
子
　

ど

こ
か

オ

カ
シ
イ

ー

憂

慮
す

る
著
者

に
よ

る
最
新

″

、 ’Ｑ
　
　
　
　
　

エ
ッ
セ

イ
集

。
　

四
六
判
・
２
５
０
頁

本
体
１
６
０
０
円

善

子

を

亡

く

し

た

親

の

悲

し

み

、

痛

切

な

魂

の

叫

び

亡
き
子
へ

悲
し
み

を
超
え
て

綴
る

い
の

ち
へ
の

証
言

若
林
一
美
編

い
の
ち

と
は

何
か

。
悲
し

み
は

癒

さ
れ

る
の
か
。
子

を
亡

く
し

た
親

の
痛
切

な
叫

び
を
綴

る
6
0
余
編

の
エ

ッ
セ
イ

。
　

四
六
判
・
２
４
０
頁

本
体
２
０
０
０
円

一
5
0
歳
目
前
、
リ
ュ
ッ
ク

ー
つ
と
乳
が
ん
を
背
負
っ
て

そ

九

万

金
　
纓

も
私
は
旅
に
出
る
Ｉ
チ
マ

ーチ
ョ
ゴ
リ
の

日

本
人

、
世
界
へ

予

期
せ

ぬ
出

会

い
や
（

プ
ニ
ン

グ
を

も
愉
し

み
つ

つ
訪
ね

歩

い
た
9
7
の
国

々
。
　
　
　

四
六
判
・
２
６
６
頁

本
体
２
３
０
０
円

・

私
た
ち
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
医
療
や
ヶ
ア
と
は
・：

医

療

は

よ

み

が

え

る

か

１
賢

霖
ｌ

幕

ユ
リ
カ

牋

毆

昌

ｊ

に

に

赳

粁

μ

擂

・

鋭
い
問
題
意
識
と
洞
察
に
満
ち
た
人
間
へ
の
共
感

介

護

問

題

の

社

会

学

春
日
キ
ス
ヨ

ド

Ｕ

顋
ｎ

Ｆ

ｕ

４

肩

楯

諳

譴
ｎ

琺

難

縢

曩

覿

葭

蓊

龍

茲

麟

麟

言
１
白
Ｊ
　
Ｊ
　
筬
　
一
一
一
　
　
々

漕
澑
淌
浦
瀟
１

瀟
灑
濛
ｉ

滄
備
濡

嚏
１

湎
１

蒲
澗

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

挑連の省府各るすと紬を部本進推画参同共女男

一
る
一

促
一一Ｅ

。

吶

‘
　
｡
0
0

｀切｀

’゚

ｙ

ご
。。
一
」

｀

’

｀

‥

い

１
　

００

ご
　
4
7
。

一
＝

゛Ｅ

永

い

地

球

の

歴

史

は

、

生

き

も

の

た

ち

の

ハ

ー

モ

ニ

ー

で

つ
く

ら

れ

た

ＳＳ
　`

　
　
　
　
　
　
　
　
　一一
　
　
　
ＮＩ

一一

い

Ｉ
　
　
　
　
　

”
一－

－
冫
　

‘
　
－

‘一

監
修
／
農
林
水
産
省
農
林
水
産
―

羅

事
務
局
、
爾
者
／
西
尾
俊
彦

各
巻
Ａ
４
変
形
・
3
2頁
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

第
１

巻

農
業

は

生

き
て

い

る
（

三

つ

の
本

質
〉

第
２

巻

農

業

が
歩

ん
で

き
た

道

〈
持

続

す
る

農
業

〉

第
３

巻

農

業
は

風
土

と

と

も
に

〈
伝

統
農

業

の
し

く
み

〉

第
４

巻

地
形

が
育

む
農

業

〈
景

観
の

誕
生

〉

第
５

巻

生

き

も
の

た
ち

の
楽

園

〈
田

畑
の

生

物
〉

第
６

巻

生

き

も
の

と
つ

く

る
ハ

ー
モ

ニ

ー
①

〈
作

物
〉

第
７

巻

生

き

も
の

と
つ

く

る
ハ

ー
モ

ニ

ー
②

〈
家

畜
〉

第
８

巻

生

き

も
の

と
人

間

を
つ

な

ぐ
〈

農
具

の
知

恵
〉

第
９

巻

農

具
の

お

く
り

も

の

〈
広
が

る
利

用

〉

第
1
0巻

日

本
列

島

の
自

然

の
な

か
で

（

環
境

と
の

調

和
〉

諡

劈

膠

ほ

霤

／
無

鞋
・

◆

微

生

物

と

人

間

維
（
需

巻

）

翳

″
１

◆

土

と

人

間

編
（
全
1
0

巻

）

構
成
／
川

井

一
之

・
か
こ

さ
と
し

◆

川

と

人

間

鑼
（
需

巻

）

監
修
／

志
糾
博

康

企
讎
／
（
社
）麟
乘
土
木
学
会

◆

海

と

人

間

編
（
需

巻

）

構
成
／

か
こ
さ

と
し

・
山
川

偉
一

◆

森

と

人

間

編
（
全
1
0

巻

）

構
成
／

か
こ

さ
と
し

・
松
井

光
瑤

日

日
本
の
食
生
活
全
集
ａ
ロ
ーｎ
ｏ
Ｍ

農
文

脇
軅

「
食
」
は
生

き
る
力
に

欠
か
せ

な
い

。「
貪
」
は

農
に

遭
じ

、
驥
塊
学
爾

に
も
通

じ

生
涯

学
習
に

最
適

－
5
0

巻
を
Ｃ
Ｄ
宀

Ｏ
Ｍ
化

新
し
い

櫛
能

①

香
地
の
「
食
生
活
歴

」
か
ら
案
内
（
マ

ウ
ス

ク
リ

ツ
ク
で
た
ど

れ
ま
す
）
。

②
初

め
て
の

方
も

検
索

で
き

る
「
ガ
イ

ド
」
機
能

充
実

。
③
自

分
だ
け

の
「

本
」
を
つ

く

る
。

Ｗ
‐
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
版
・

足
価
1
2
0
0
0
0

円

一

」
　

‥
　

ず

こ
一
い

‘
　

・

‘
　

’一
゛
　

全
5
0

巷

「

調

べ

学

習

」
に

多

く

の

図

書

館

で

使

わ

れ

て

い

る

！

各
都

道
府
県

価
集

委
員

会

各
地
そ

れ
ぞ
れ
の
「
食

と
暮
ら

し
」
を

お
ぱ
あ
さ

ん
か
ら

の

聞
き

書
き
で
再
現

し
た
資
重

な
資
料
．
各

都
道
府
県
別
爾

集
．
各
巻
風

土
に
合
わ
せ
て

地

域
区
分

、
四
季
の

食
生
活
・
素
材
別
爾
理

法
・
保
存
法
・
宵

景
の
生
産
の
姿

、
人
の
一
生

と

食
な
ど

第
一
級

の
資
料
．
翩
・
5
0巻

の
検
索

巷
、「
日
本
の

食
事

事
典
」
素
材
集
・
作
り
方

食

べ
方
－

。
Ａ

５
判
／

平
均
３
８
０

頁
／

カ
ラ

ー
ロ
絵
付
／

定
価
吝
2
9
0
0

円

ニ
ュ
ー
ス
ぐ
り
つ
ぷ

・

日

本

経

済

再

生

の

「
痛

み
」

公

表

竹

中

経

済

財

政

担

当

相

は

「
日

本

経

済

の

再

生

シ

ナ

リ

オ
」

に
つ
い

て

公
表

、
今

年
度

ゼ
ロ

成
長
の

見

通
し

。
不

良
債

権
最

終

処
理
に

伴

う
失
業

者
は

1
0万

～
2
0
万

人

と

試

算
（
2
2

日

）
。

・

空

自
機

、
誤

射

2
5日

、
北

海
道

大
演

習
場
（

千

歳

市
）
の

射
爆

場
で

演
習

を
し

て

い

た
航

空
自

衛
隊
の

戦
闘

機

が
１
８

８

発
の

弾
丸

を
民

間
施

設

に

誤

射

。
電

機

装

置

の

故

障
？

幸

い

ケ

ガ
人

は

な

か

っ

た

。

圏

均
等

法
相

談
過

去
最

高

惠

示
労

働
局
に

寄
せ

ら
れ

た

男

女
雇
用

機
会

均
等
法
に

関

す

る
昨

年
度
の

相

談
は
3
0
0
4

件
で

過
去

最
高

、
う
ち
４

割

が

セ

ク
（

ラ
に

関

す
る
も

の

。

・

ミ
セ

ス
差

別
に

断

大
阪
地

裁
は

、
住
友

生
命

既

婚
女

性
差
別

訴
訟

に

、
差
別

を

認
め

、
差

額
賃

金
相
当

損

害
金

と
慰

謝
料

総
額
9
0
0
0

万

円

の

支

払
い

を
命

じ
た
（

６
月
2
8

日
）
。
既
婚

女
性
の

会

社
か
ら

の

排

除
に
会

社
の

責
任

が
あ

る
と

し

、
会
社

の
い

う
「
既

婚

女
性

の

労
働
の

質
低
下

」

も
一

律
低

査

定
は
違

法
と

。

森⑨＝国中｀
置

－
１

殞

一

中
国
の
大
学
で
は
、
卒
業
式

は
夏
の
最
中
に
行
わ
れ
る
。

今
年
も
６
月
に
入
る
と
、
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
毎
日
の
よ
う
に

ガ
ウ
ン
を
ま
と
っ
た
学
生
た
ち

が
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
卒
業
写

真
に
収
ま
る
風
景
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

既
に
進
路
も
決
ま
り

、
卒
業

論
文
も
書
き
終
え
た
の
で

あ
ろ

う
、
ど
の
顔
も
希
望
に
満
ち
た

す
が
す
が
し
い
表
情
を
浮
か

べ

て
い
る
。

こ
の
数
年
で
、
中
国
の
就
職

事
情
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

か
つ
て
中
国
で
就
職
と
言
え

ば
、
国
家
に
職
場
を
「
分
配
」

さ

れ
る
と
い

う
、
ど

ち
ら
か

と

い
え

ば
受

身
な

も
の

だ

っ
た

。

ほ

ん
の
３

年
ほ

ど

前

、
あ
る

「
か
つ

て

の
」

大
学

生
の

愚
痴

に
つ

き
あ

わ
さ

れ
た
こ

と

が
あ

る

。
彼
は

天
安

門
事

件
に

関
わ

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
だ
わ
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
に
「
分
配
」
は

重
要
な
も
の
な
の
か
、
と
そ
の

時
は
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
彼
が
大
学
を
卒
業
し

て
か
ら
せ
い

ぜ
い
1
0年
し
か
経

っ
て
い

な
い
と
い

う
の
に
、
今

や
「
分
配
」
を
期
待
す
る
学
生

な
ど
い
な
い
。
学
生
た
ち
が
自

ら
を
派
手
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
企

情
報
は
い

く
ら
で

も

あ
る
の

だ
。
謙
譲
の
美
な
ど
ク
ソ
食
ら

え
。
得
意
で
な
い
英
語
を
「
流

暢
だ
」
と
言
い
き
る
程
度
の
は

っ
た
ｎ

も

、
就
職
活
動
の
た
め

に
は

当
然
の

技
術

だ
。
写

真

も
、
ち
ょ
っ
と
奮
発
す
れ
ば
実

物
以
上
に
撮
っ
て
も
ら
え
る
。

各
方
面
に

履
歴
書

を
ば
ら
ま

き
、
経
済
的
条
件
が
許
せ
ば
リ

卒
業
の
季
節
・
変
わ
る
就
職
事
情

つ
た
た
め
に
国
家
か
ら
の
仕
事

の
「
分
配
」
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
嘆
き
、
や
け
酒
を
飲
ん

で
い
た
。
実
際
に
は
彼
は
、
退

学
に
も
な
ら
ず
に
大
学
を
卒
業

し
、
若
い
な
が
ら
会
社
の
経
営

者
と
し
て
充
分
成
功
し
て
い
た

業
に
売
り
込
む
の

が
当
た
り
前

の
時
代
に
な
っ
た
の
だ
。

今
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て

、

中
国
語
、
英
語
の
両
方
で
効
果

的
な
履
歴
書
の
作
成
法
を
研
究

す
る
の
は
初
歩
の
初
歩
。
ネ
ッ

ト
で
検
索
を
か
け
れ
ば
、
関
連

ク
ル

ー
ト

用
に

服

も
新
調
し

、

ば

っ
ち
り

決
め
て

面

接
に

臨
む

の

だ

。

こ

う
し
て

毎
年

、
秋

ご
ろ
に

始

ま
る

「
人

材
市

場
」
レ
にｙ
よ
ば

れ

る

、
ち
ょ

う
ど
日

本
の

就

職

セ
ミ

ナ

ー
に
よ

く

似
た
催

し

を

皮
切
り
に
、
中
国
の
学
生
た
ち

の
就
職
戦
線
は
卒
業
ぎ
り
ぎ
ひ

ま
で
く
り
広
げ
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
、
人
気
は
「
社
会
の
た
め

に
意
義
あ
る
職
場
」
よ
り
「
収

入
が
高
い
職
場
」
だ
と
い
う
。ちた生学るじ異に影撮の真写業卒でスパンヤ牛

一
方
で
最
近
は
「
就
職
し
な

い
学
生
」
と
い
う
の
も
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
大
学
院

進
学
、
資
格
取
得
準
備
や
出
国

の
た
め
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、

加
え
て
「
自
ら
起

業
す
る

た

め
」
と
い
う
の
も
主
な
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
。

た
し
か
に

、
政
府
も
学
生
が

在
学
中
や
卒
業
後
に
起
業
す
る

こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
そ

れ
が
一
つ
の
流
れ
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
は
驚
き
だ
。

中

国

の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟

も

間

近
。
彼
ら
が
自
国
の
市
場
や
経

済
力
、
自
力
の
商
品
の
将
来
に

渡
る
発
展
に
自
信
満
々
な
の
も

う
な
ず
け
る
。

卒
業
式
が
終
わ
る
と
、
卒
業

生
は
直
ち
に
大
学
か
ら
、
寮
か

ら
追
い
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
新
天
地
に
は
、
ど
ん
な
生

活
が
待
っ
て
い
る
の
か
…
。
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ば
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国
家
に
職
場
を

一
分
配
」
　
者
と
し
て

充
分
成
功
し
て
い
た
　
卜
で
検
索
を
か
け
れ
ば
。
関
連
　
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
く
似
た
催
し
を
　
み
に
。
人
気
は

一
社
会
の
た
め
　
い
学
生
」
と
い
う
の
も
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
な
く

せ
な
い
司
法
改
革
に
は
ノ
Ｆ
を

【

大
阪

】
男
女

共
同

参
両

週

間

が
始

ま

っ
た
６

月
2
3
日

、「
裁

判
に
お

け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

バ
イ

ア

ス
を

な
く

す
た

め
に

」
と
い

・つ
シ
ン

ポ

ジ
ウ
ム

が
開

か
れ
た

呈

催
：
ウ

ー
キ
ン
ヶ

・
ウ
ィ

メ
ン

ズ

ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク

、
大

阪
府
男

女

協
働
社

会
づ
く

り
財

団
、

於
・
大

阪
府

立
女

性
セ
ン

タ
ー
）
ブ

メ
リ

カ

の
弁
護

士
で

「
裁
判
に

お

け
る

男
女
平

等
促

進
の
た

め
の

全
米

司
法

教
育

プ

ロ
グ
ラ

ム
凵
Ｎ

Ｊ
Ｅ
Ｐ

」

デ
ィ

レ

ク
タ

ー

、
リ
ーン

ー
シ

ャ
フ
ラ

ン

さ
ん

が
講
町

む

ず
か

し
い

題

の
会
で

心
配

し
て

い
た

か
、

東

京
、

九
州
か

ら

も
参
加

が
あ

り
１

２
０

人
の

参
加
で

会

場
は

い
っ
ぱ
い
だ
っ
べ

は
じ
め
に
宮
地
光
子
弁
護
十

か
ら
、
日
本
の
裁
判
で
の
裁
判

年
、
公
民
権
法
７
条
で

雇
用
に

お
け
る
性
差
別
が
禁
止
さ
れ
た

が
、
裁
判
で
女
性
は
次
々
敗
訴

し
た
。
こ
れ
は
性
別
役
割
意
諏

が
裁
判
官
の
判
決
に
反
映
し
て

い
る
か
ら
と
考
え
た
女
件
た
ち

は
、
組
織
づ
く
り
を
考
え
、
１

廴

バ
イ
ア
ス
に
よ
る
公
平
を
欠

い
た
判
決
が
多
か
っ
た
。
主
婦

か
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
賠

償
令
は
大
変
低
い

。
こ
れ
は
家

事
労
働
（
見
え
な
い
労
働
）
へ

の
低
い
評
価
で
す
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
裁
判
所
は
、
つ
い
最
近

米
国
の
司
法
教
育
を
学
ぶ

リ
ン

ー
ン
ヤ
フ
ラ
ン
さ
ん
を
講
師
に
・

「
女
性
へ
の
思

い
こ
み
を
是
正

す
る
」

官
の

ジ
ェ
ン

ダ
ー

バ
イ
ア
ス

に

つ
い

て

問
題

提

起
が
あ
り

、
そ

れ

卆
受

け
て

、
リ
ーン

さ

ん
か
ら

ア

メ
リ

カ
の

司
法

教
育
の

状
況

や

、
そ

の
信

頼
度
な

ど

が
詳
し

く

語
ら
れ

た

。

ア

メ

リ

カ

で

は
1
9
6
4

９
７
０

年
［
女

性
の

権
利

を
ま

も

る
た

め
の
ぐ

法

と
教

育
］
を

実

践
す
る

組

織
Ｌ
Ｄ
Ｅ

Ｆ

を
つ

く

り

、
裁

判

官
教

育
の
必

要
性

を

粘
り
強

く
訴

え

、
8
0年

に
Ｎ

Ｊ

Ｅ
Ｐ

を

設
立
し

た

。

「
ア

メ
リ
カ
で

も
ジ

ェ
ン

ダ

ま

で

妻

や

恋

人

を

な

ぐ

っ
た

り

、
強

姦
し

た
り
す

る

男
た
ち

に
対

し
て

、
ほ

と
ん

ど
何

の
措

置

も
と

っ

て

き

ま

せ

ん
で

し

た
」

と
リ

ン
さ

ん
は

い
う

。

卜
2
0年
前
に

、
こ

う
い

っ
た

女

性
へ
の

偏

見
を
是

正
す

る

ブ

ロ
グ
ラ
ム

を
始

め
た
と
き

に

は
、
紙
つ
ぶ
て

が
飛
ん
で
き
た

り

笑

う
た
め
に
参
加
し
た

‘

と
揶
揄
さ
れ
た
り
、
反
発
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
は
、
裁

判
官
の
個
人
的
な
男
女
関
係
、

家
驟
関
係
を
揺
さ
ぶ
る
か
ら
で

す
。
で

も
、
今
で
は
こ
ん
な
感

想
が
き
て
い
ま
す
。
Λ
離
婚
後

数
年
た
っ
た
と
き
に
、
女
性
が

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
か

の
統
計
を
み
て

シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
▽
Λ
こ
の
コ
ー
ス
を

受
け
て
、
た
く
さ
ん
の
神
話
が

打
ち
砕
か
れ
ま
し
た
。
知
識
はリ ン ・ シ ャ フ ラ ン さ ん

無
知

を

変
え

る
の
で

す

ね
▽
」
。

裁

判

官

教
育
の

目
的
は

、
フ

ェ
ミ

ニ
ス

ト
の

課
題

を

押
し

つ

け
る

の
で

は
な

く

『
裁
判

官

が

彼
ら

の

仕
事

、
つ
ま

り
正

義
を

明
ら
か
に
す
る
あ
た
っ
て

、
彼

ら
の
理
想
に
よ
り
忠
実
に
、
よ

り
確
か
な
知
識
を
持
っ
て
職
務

に

あ
た
る
こ
と
を
助
け
る
た
め

に
、
事
実
と
新
し
い
感
受
性
を

裁
判
官
に
も
た
ら
す
こ
と
』
だ

そ
う
だ
。

趾
後
に
リ
ン
さ
ん
は
「
変
化

は
そ
れ
を
要
求
し
な
け
れ
ば
起

こ
り
ま
せ

ん
。
改
革
は
、
裁
判

官
と
弁
護
士
が
、
ど
れ
だ
け
進

ん
で

精
割
に

自
己
点
検
す

る

か
、
市
民

が
、
公
平

と

平

等

に
、
探
く
根
ざ
し
た
司
法
制
度

を
求
め
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す

。
司
法
改
革
の
審
議
に
裁
判

官
教
气

特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ア
ス
教
育
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て

提
案
す
る

こ
と
で

す
」
と
い

い
、
［
日
本
を
変
え
る
の
は
女

性
で
す
］
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
正
路

怜
子
）
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女性名　当選数党

2
3
5
6
0
0
0
0
4

／
‐

53

23
5
6
0
0
0
1
7

1

民

明

産

卜

由

民

酳

派

属

ッ
　
　

属
　

所

自
公

共

ネ

自

社

蚪

諸

無
９１2

7
1計

定 数127　　　1

｡_｡･
二

東京都議羞は加日、投開票が行
われた。“小泉効果"で自民が現議
席(48)を上回る53議席を獲得し、
勝利を収めた。公明は23人擁立
し、全日当選して第２党に。ネッ
トも同様に６人全員が当選した。
民主は13議席から22議席と大幅に
議席をのばし、逆に大幅に議席を
減らしたのが共産(26415) 。社民
は、たった１つあった議席も失っ
た。

今回、女性は 過去燉多の19人
(現議席15)が当選した。立候補44
大で当選率43％。議会全体に占め
る割合は14･96％。党別では( 別
表) トップは全員女性のネット、
つづいて共産、民主。

今回に次ぐ、女性の進出は89年
で、17人が当選。土井たか子委員
長率いる社会党(現・社民)は29議
席中８議席を女性が占め、めざま
しい活躍をしたが、今回は男女と
もゼロになった。悲喜こもこも

深 刻 な 状 況 を 報 告 す る 北 沢 洋 子 さ ん( 左)

違いを大切に、こころときめく商品を。

あした に､ あな たに
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な

ど
興

味
は

広
い

。
児

童
労
働

に

も
興

味

が
あ
り

、
先
日

も

、

マ

ク
ド

ナ
ル

ド
衣

社
に

話

を
聞

い

た
り
・
：
」（

専
従
ス

タ

ッ
フ

・

安
部
芳

絵
さ
ん

の
話

）
。

こ
の

囗

、
い
じ

め
や
暴

力
問

題

を
取

材
し
て

い
る
チ

ー

ム
の

ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の
日

だ

っ
た

。

「
学

校

に

取

材

を

断

ら

れ

た

。
も

う
５

回

目

。
い

い
と

い

う

ま
で

、
粘

っ
て

何

度
で

も
申

し

込
む

」
プ
ロ

顔

負
け
の
記

者

根

性

。
「

学
校
側
は

、
い
じ

め

を

隠
そ

う
と
し
て

取

材
に

答
え

な

い
こ
と

が

多
い

。
親
の

時
代

の
話
を
聞
く
と
、
ず
い
ぶ
ん
違

’

う
な
っ
て
思
い
ま
す
」（
エ
デ
ィ

タ
ー
の
富
上
野
み
ゆ
き
さ
ん
）
プ

「
時
代
か

変
わ

っ
た

ん
だ

か

ら

、
子

ど
も

だ

っ
て

変

わ

っ
て

にい
い
と

思
う
な
」「
大
切

な
部

分

は

変
わ

っ
ち
や
い

け
な

い
ん

だ

と

忠
う
よ

」
。

子
ど

も
の
視

線
で

追
う
社

会

問

題
を
扱

っ
。だ
・
記
事

が
、
社

会

的
に

認
知

さ
れ
る

時

、
閉
塞
し

て
い
る
人
人
社
会
の
出
口
が
見

し
込
み
＝
向

支
局
讐
0
3・
５
７

つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
・
参
加
申

アフリカのエイズ対策に

債務帳消しの資金を！

９

５

・
２
３

３
６

、
『
砌
鬩

・
５

７

９

５

一
2
3
4
3

「
途
上
国
の
債
務
帳
消
し
で

進
田
と
同
じ
。
貧
し
い
人
々
は

浮
い
た
資
金
を
、
ア
フ
リ
カ
の

買
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
南
ア

エ
イ
ス
対
策
に
使
お
う
」
と
「
途

で

は
、
製
薬
会
社
を
非
難
す
る

上

国

の
債

務
と

貧
困

ネ

″
ド
ワ

ー
ク
（
Ｄ

ｅ

ｐ
ｔ

ネ

ッ
ト

）
」
主

催

の

講
演
会

が

、
2
3日

、
東
・
只

・
四

谷
で

開
か
れ

た

。

同

ネ
ッ
ト

は

、
9
6
年
か
ら

世

界
7
0
力

国
で

取

り

組

ま

れ

た

「
ジ

ュ
ビ
リ

ー
2
0
0
0

債
務

帳
消
し

国

際
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

」

の

口

本
実

行
委
を

引
き

継

ぎ
、

今

年
１

月
に

ス
タ

ー
ト
し

た

。

匪

界
で

燉

も
重

い

債
務
を

抱

え

る
ア
フ

リ

カ
の

国

弋

世

界

の

エ

イ
ズ

感
染
者
3
7
0
0

万

人

の

約
７

創
が
サ
（

ラ
以

南
に

住

む

と

い

わ

れ

、
問

題

は

深

司

緊
急

事
態
に

、
2
5囗

か

ら

３

日

間
、
国

連
エ

イ

ズ
特
別

総

会

が

開
催
さ

れ
气

手
に
入
ら
ぬ

エ
イ
ズ
治
療
薬

講

演
会
で

は

、
医

師
の
林

達

雄

（
Ｊ
Ｖ

Ｃ

）
さ

ん

が
、

「
・Ｆ

を

作
り

育
て

る
鬯

代

が
感
染

、

社

会

的
皀
場

の
弱

い
女

性
の

感

染

率

が
高
い

（
夫

か
ら

感
染

。

夫

が
コ
ン

ド
ー
ム

の

使
用

を

拒

否

な

ど
）
」
１

母

子

感

染

で

、

エ

イ

ズ

に

罹

っ
た

孤

児

が

増

加

、

一
家
の

働
き

手
を

失
い

、

生

活

が
困
窮

す
る

」
な

ど
、

深

刻
な

様
子

を

説
明
し

た

。

今
は

、
ウ

ィ
ル

ス

増
殖
を

抑

制

す

る
エ

イ

ズ
治

療

薬
が
開

発

さ

れ
て

い

る

が

、
製

堕

罪

が

「
特
許

」
を

持
ち

、

値
段
は

先

内

、
説

明
し

て

く
れ

ま
す

。

「
男

女
共

同

参
画
ツ

ア
ー

」

８

月
３

日

臘
～
８

月
1
2
日

㈲
（
８

泊
1
0日

）
、
旅

行

代

金

：
面

万
8
0
0
0

円
（

講

義

料

、
通

訳

料

、
観

光

、
サ

ー

ビ

ス

料
、
食

事
、
空
港

使
用
料
な

デ
モ

が

行
わ
れ

た

。

ブ
ラ

ジ
ル

は
、
9
6
年
公

立
病

院
で

の

「
コ

ピ
ー

薬
」
の

無
料

配

布
に

踏
み
切

っ
气

ア

メ
リ

カ

な
ど
の

圧
力

で

、
そ
の

後

新

薬
の
コ

ピ
ー
は
で

き
な

く

な

っ

た

が
、
政

府
は

高
価
な

新

薬
を

買

っ
て

配

布
を

続
け

、
粘

り
強

く

交
渉
し

、

ド
イ

ツ
の

製
薬
会

社

が
４

割
の

値
下

げ
聖
一
。７

て

き
た

。

ブ
ラ

ジ
ル

や
、
ウ

ガ
ン

ダ

や
タ
イ

で
も

、
国

を

あ
げ
エ

イ

ズ
対
策

に
取
り

組
み

、

患
者

が

減
っ
て

い
る

。

患
者

数
４

７

０
万

、

成
人
９

人
に

１

人
が

感
染
と

い
う

事
態

に

、
兩

ア

政

府

は

「
コ

ピ

ー

薬

」
を
作

る
こ

と
を

決
断

、
そ

の
方

策
を

鴨
り

込
ん
だ

法

律
を

策

定
。
こ

れ
に

対
し

、
製

薬
会

社
3
9
社

が

「
憲

法
違
反

」

と
訴

え

た
。
裁

判
は

今
年
４

月

、
製

薬
会

社
側

が
訴

訟
を

取
り

下
げ

終
了
し

た

。

「
昨
年

１
年

間
で

世
界
で

３

０
０
万

人

以
上

が
死
亡

。
ア
フ

リ

カ
で

は

、
国

が
崩

壊
す

る
と

ま
で

言
わ

れ
て

い
る
」

と

、
世

界
の

動
き

を
報

告
し
た

北

沢
洋

ｊ

（
Ｄ

ｅ

ｐ
ｔ

ネ

ッ
ト

共

同
代

表

）
さ
ん

。
ア

ナ

ン
｝一
‘
連
事
務

総
長

は

、
年
間
7
0
8
1
0
0

億

ド
ル
の

「
匪
界

エ
イ

ズ

・
保
険

基

金
」
設

立
を

提
『

国

連
エ

イ

ズ

特

別

総

会

で

は

、

「
基

金
」

を
含

め
、

地
球

規
模
で

エ

イ

ズ
対
策

が
協

議
さ
れ

た

。

ど

含

む

）

主

な

訪

問

地

…

コ

ペ
ン
（

Ｉ

ゲ
ン

、
コ

ン

ク

ス

ビ
ン

ガ
ー

、
オ

ス
ロ

。
申
し

込
み

締
切

…
７

月
1
3日

。

問
合
せ
・・
・
㈱
ホ
ラ

イ
ソ

ン

啻
0
3
・
３
７

７
０

・
０

１
４

大
人
の
世
界
に
届
け
る
子
ど
も
た
ち
の
声

人

阪
府
と

豊
中

市
で

は

、

い

ま

、
「

男
女
共

同

参
山
社

公

実

現
の
た

め
の

絵
本

コ
ン

テ

ス
ト

」

の
・
作
品

を
募

集
中

で

す

。
「
女
の
ｆ

だ
か

ら
≒

男
の

夏 の イ ベ ン ト に 向 け 、 取 材 ス ケ ジ ュ ー ル 貘 盤

７
月
2
3日

、
2
4日
、
「
教
育

っ
て
な
あ
に
」（
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎン グい じ め 問 題 の 取 材 チ ー ム の ミ ー テ ィ

ｆ

ｒ

ｏ
ｍ

Ｕ

ｓ
）
と

い

う
イ

ベ

ン

ト

が

、
東

京

で

行

わ

れ

る

。
日

米

両
国
で

進
ん
で
い

る

教

育
改

革
に

、
子

ど
も
の

視
点

で

ア

プ

ロ
ー
チ

、

教
育
に
関

す

る

専
門
家

に

、
回
米
の

子

ど
も

た
ち

が
公

閧
ヒ

ア
リ
ーン

グ
、
座

談
会

を
行

い

、
そ
の
内

容
を

ま

と
め

、
政

策
決

定
者
や

教

育
関

係

者
、
メ

デ

″
ア
に
配

布
し

よ

う
と
い

う

も
の
だ

。

主
伴

は

、

「
チ

ル

ド
レ
ン

ズ

ー
エ

ク
ス

プ
レ
ス

」（
以

下

、
Ｃ

Ｅ

と

略
）
。
1
9
7
5

年

、
ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
に

誕
生

し
た

、
子

ど

も
の

声
を

社
会
に

届
け

る
Ｎ
Ｐ

Ｏ

ぺ

現

在
は

、
ワ

シ

ン
ト
ン

Ｄ

Ｃ
に

本

部
を
置

く
国

際
的
な

メ

デ
ィ
ア
団

体
だ

。
米

国
内
３

力
所
、
イ
ギ
リ
ス
に
６
ヵ
所
の

支
局
か
あ
り
、
８
歳
か
ら
1
8歳

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
取
材

を
行
い
、
記
事
を
大
人
の
メ

デ

ィ
ア
に
配
信
し
て
い
る
。
こ
の

１
月
、
日
本
に
ア
ジ
ア

第
１
号

の
支
局
と
し
て

東
京
支
局
が
オ

ー
ブ
ン
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受

け
た
3
4人
の
記
者
が
取
材
活
動

を
し
て
い
る
。

東
京
に

支
局

が
出
来

だ
の

は
、

－
Ｃ
Ｅ
が
伝
え
る
ニ
ュ
ー

ス
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

ば
か
り
で
偏
り
か
あ
号

ア
ジ

ア
に
拠
点
を
作
ひ
、
も
っ
と
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反

映
さ
擘
よ
う
」
と
い
う
声
が
了

ど
も
た
ち
の
問
か
ら
上
が
っ
た

か
ら
だ
。

東

只
・
広
尾
に
あ
る
事
務
所

内
に
は
、
下
校
し
て
き
た
記
者

た
ち
が
、
三
々
五
々
集
ま
今

記
者
は
、
週
に
１
回
、
事
務
所

に

来
る
こ

と
か

義

務
付
け

ら
れ

る

。
静

岡
、
茨

城
か

ら
通

っ
て

く

る
了

ど
も

も
い
る

。
パ
ソ

コ

ン
で

検

索
す
る

入

、
ボ
ー

ド
に

ス

ケ

ジ

ュ

ー
ル

を

記

人

す

る

人

、
時

折
、

携
帯
電

話
の

笞
メ

ロ

。
お

菓
子

を

食

べ
る

人

あ

り

、
踊

る

人

あ

り

。
と

に

か

く

、
賑
や

か
だ

。

取

朷
は

、
８

歳
か

ら
1
3
歳
ま

で

の
レ

ポ

ー
タ

ー
と
1
4
歳

か
ら

1
8歳
ま
で

の
エ

デ
’イ
タ
勹

で
Ｉ

チ

ー

ム
を

作
り

取
材

を
行

う

。

取
材

テ
ー

マ
は

、

各
人
が

提
出

し

、
そ
の

中
か
ら

選

考

。
大

人

が
（

専
従
ス

タ

ッ
フ
５

人

）
、
誤

字

、
脱
字
な

ど
手

直
し

を

す
る

が

、
内
容

は
一
切

変

え
な
い

。

出

来
あ
が

っ
た
記

事

は
、

一
般

メ

デ
ィ
ア

に

有
料
で

配

信

。

「
日
の

丸
・
君

が

代
、
イ
ン

ド
西

部
地

震

、
総
裁

選
、
い

じ

め
、

シ
ン

グ
ル

マ

ザ

ー
の

問
題

７

月
、
日
米
”
記
者

久
口
同
イ

ベ
ン
ト

ア

ース
フ

の
子

ど
も
と

な
か

よ
く

す
る

会

伊

藤

政

子

さ

ん

Ｉ－
Ｉ
　

Ｌ
―－
－
ｉ
　

－

－－
ｒ
－
－
　

－
Ｆ
　

―
－－

イ
ーフ
ク
で
は
子
ど
も
に
白
血
病
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
女
の
子
も
次

に
訪
問
し
た
時
死
ん
で
い
た
（
石
）
伊
藤
さ
ん
（
撮
影
・
森
住
卓
）

伝
え
よ
う
「
男
女
共
同

参
画
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

子

だ
か

ら
」
と

い
う

決
め

つ

け

に

縛

ら

れ

る

こ

と

の

な

い

、
ひ
と

り
ひ

と
り

の

個
性

が

尊
重
さ

わ

る
社
会
か

、
男

女

共

同
参
両
社

会

。
９１
一
世

紀

を

担

っ
て

い
く

子

ど
も
た

ら

に

、

件
別
に

と
ら

わ
れ

ず
、

個
性

豊
か
に

自
分

ら
レ
メ
、
生

き

て
い

っ
て

欲
し

い
と
い

う

メ
ッ
セ

ー

ジ
を

、
絵
本
に

し

て

託
し
て

下

さ
い

。

応

募
資

格
は
不

門

ク
ル

灘

孀恥

↑
臨

二
分
い
Ｅ

二
　

…
…
…

雷
乱

土
へ

湾

岸
戦
争

（
9
0
年
）
以

来
1
0

年
、
2
1
回
イ
ラ

ク
に

行
き

、

イ

ラ

ク
の
子

冫
石

た
ち

に
医

薬

品

を
届
け
て

い

る

。
障
害
児

の
ス

ク
ー
ル

バ
ス

の

修
理

上
場

の

経

費
の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

も

始

め
て

い

る

。
イ
ラ
ーク
ト

サ

ダ

ム

ー
フ
セ

イ
ン

＝
悪

玉
と

い

う

イ
メ

ー

ジ
の

強
い
日

本

。
な

ぜ

イ
ラ

ク
？

と
聞

く
人

に
「

日
木

人

と

し

て

の

倶

い

」
と

答

え

る

。「
日
木

が

湾
岸

戦
争
に

出
し

た

令
は
１
４

５

億

ド
ル

、

戦

費

全
部
の
３

分
の

廴

目
本

の

金

か
な

か

っ
た
ら

あ
の

戦
争

は
な

り
た

た
な

か

っ
た
と

世
界

中
の

人

が
思

っ
て

い

ま
す

。
な

ぜ
武

力
に

金
を

山
し

た
の

か
」

幼
稚
園

や

障
害
児

施
設
に

勤

め

た

こ

と

も

あ

る

伊

藤

さ

ん

Ｉ

プ
な

ど
の

共

㈱
作

業

、
応

募
も
ｏ

Ｋ

。
作

品
は

、

絵
本

の
原

画

と
凵

本
語
の
ス

ト

ー

ロ
フ

（

片
方
の

み
の

応

募
は

不
可

）
。
画
材

、
技
法

は

自
由

で

、
Ａ
４

判

か
Ｂ
５

判
で
2
2

ペ
ー
ジ
（

表

・
裏
表

紙

、
見

開
き
1
0
）
以

内

未

発
表

作

品
な

ら

、
応

募
点

数
に
制

限

は

あ
り

ま
せ

ん

。
応

募
作

品

の

中

か

ら

「

大

阪

府

知

事

賞
≒

僉

巾
巾
長

熈

「
佳
作

」

が
選
ば

れ
、

「
大
阪

府
知

事

賞
」

受

賞

作

品

は

、
印

刷

し

、
府

内
の
幼

稚
園

や

保
育

園
に

配

布
し

ま

す

。
賞

金
も

山
ま

す

。
応

募
締
切
・
：
1
0月

1
5日

（

月
）

必
着

。

応

募

規
定
な

ど
詳
し

い

問

い
合

わ
せ

は
：
大

阪

府
生

活

文
化

部

男
女

共
同
参

画
課
ｎ

ぼ
・
６
９
４

２

・
３

８
２

Ｉ

、
財

団
法
人

と
よ

な
か

男

女
共

同

茹
画

推
進
財

団
＆
０６

８
６
８

４
４

・
９

７
７
Ｑ
り

犬廨
は

、

自
宅
を

開

放
し
て

Ｉ
ま
ん

が
文
市

」
を

作

っ
て

い

た

。
湾

岸
戦
争

の
こ

ろ

、
文
庫
で

テ
レ

ビ
を

皃
て

い
た

。
当
時

、
Λ
き

れ

い
な

戦
予

▽
Λ

軍
事

施
設
だ

け

ね
ら

っ
た

ピ
ン

ポ
イ
ン

ト

攻

撃
Ｖ
と

い
わ
れ
て

い
た

。

「
で

も
天
か

死

な
な
い

戦

争

な

人
て

あ
る
わ

け

が
な
い

。
テ

レ

ビ
ゲ

ー
ム
の

よ

う
な
き

れ
い

な

画
面

の

後
ろ

に

黼
つ
い

た
子

ど

も
が

見
え
る

よ

う

な
気
が
し

た

。
そ

の
と
き

、

一
人
の

女
の

Ｆ

が
言

っ
た
ん
で

す
。

了

和

が

大
車
ｙ
一
い
い

な

が
ら
な

ぜ
大

人

は

人

殺
し

に

お

金

を

た

す

の
？

つ
て

」

そ
の

う
ち
イ
ラ

ク
匚
行

っ
て

き

た
Ｎ

Ｇ

Ｏ
の

人

か
ら
マ
ス

コ

ミ

報
道
と

は
ち

か

う
イ
ラ

ク
の

話

を
聞
い

た

。
私

も
イ

マ
ク
に

行
き

た
い

！
と

い

っ
だ
の

が
9
1

年
３

几

「
つ

れ
て

行

っ
て

も

ら

う
つ

も
り

が
私
と

も
う
ひ

と

り

、
オ

バ
サ
ン
２

人
で

行

く
羽

目
に

な

っ
て

」
。
水

道
が
汚

染
さ

れ
大

変
と

聞
三

浄
水
器

と
粉

ミ
ル

ク
か
£
〕ち

、
ヨ
ル

ダ
ン

か

ら
ト
ラ

ッ
ク
で
1
0
0
0

キ
ロ

の

道
を
行

っ
た

。

「
ア

メ

リ
カ

乃
渮

報
管

理
の

男女労働者に優

しい企業を募集

東
京
都

東

只
都
で
は
、
女
性
労
働

者
の
能
力
活
刎

仕
事
と
客

庭
の
両
立
支
援
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
就
業
改
善
な

ど
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い

る
企
業
を
募
集
。

心
募
の
対
象
と
な
る
企
業

ヘ ー･

な
か
の
報
道
と
全
く
ち
が
う
状

況
だ
っ
た
。
表
通
り
の
官
庁
は

２
つ
３
つ
爆
撃
を
う
け
た
だ
け

だ
が
袤
に
ま
わ
る
と

什
宅
も
学

校
も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
。
』
水
迴

も
卜
水
道
も
や
ら
れ
、
水
は
ど

ろ
ど
ろ
。
橋
な

ど
真
八
中
か
残

っ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
兒
る
と
無

亊
だ
が
、
両
端
が
落
と
さ
れ
て

い
て
用
を
な
さ
な
い

。
人
道
的

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
な
ん
て
な

戦費のﾚ3分の1

145億:トルクも

日本は出した！

か

っ
た

」

「
淮
に

聞
い
て

も
身
内
に

死

者

が
い

る
。
ケ

ガ
人

が
い

る

。

ど
こ

へ
行

っ
て

も
ヒ

ロ

シ
マ

、

ナ

ガ
サ
キ

を

体
験
し

た
口

本
人

が

な

ぜ
加

害

の

側

に

つ

く

の

か

、
と
聞

か
れ
圭

し

か

イ

ラ

ク

の

子

ど

も

た

ち

が

「
ま

た

来
て

！

」
と
い

っ
て

く

れ

た

の

が

忘

れ

ら

れ

ず
、
以

来

、
年
に
２

～
３

回

は
イ
ラ

ク

は

、
都

内
に

本
店
ま

た
は

主

な

事
業

所
が

あ
り
（

概
ね

、

従
業

員
－

０

０
０

人

以
下

）
、

男
女

労

働
者
に

優
し

い
職

場

づ
く

り
に

穣

極
的
に

取
り

組

ん
で

い

る
企

業

。
応

募
方

法

は

、
公

募

は

労

働

者

、
企

業

、
労

働
組

合
な

ど
か
ら

、

団

体

推
せ

ん

は

労

働

者

団

体
、
使

用

者

団

体

な

ど
か

ら

。
指

定
の
応

募
用

紙
に

必

要

事
項

舍
記

入
し

、
提
出

す

汽

締

切
り
７

月
末

。

応

募

企
業
の

中
か

ら
表
彰

企
業

（
６

社
程

度
）

を

選
出

し

、
表

喝

労

働
環

境
課

発

行
の

資

料
な

ど
で

、
広
く

事

例
を

紹

介
す
る

。

応

募

・
問
い

合
わ

せ
：

率

１
６

３
－
8
0
0
1

新

宿
区

西

新
宿
２
ｙ

目
８
－

Ｉ

東

京

都
産

業
労
働

局
労

働

部
環

境
渫
雇

用
平

等
推

進
係
9
0
3

゛
５

３
２
０

・
４

６
４

９

、

‐
篦
0
3・
５

３
８
８

・
１

４
６

み んなの ページです、言い たいこと や、知らせたい

こ とがあ ったら、どんどん投稿して下さい。

電 話03(3343)1846

FAX03(3348)189 〔〕
編集部 ｔ

に

行
く

。

「

問
題
は

、
こ

の
1
0
年
で

少

し

も

状
態

が
良
く

な

ら
ず

悪
く

な

る

ば
か
り

と
い

う
こ

と

。
つ

日本人としての償い
経済制裁下､毎日子どもが死ぬ

ま
り
経
済
制
裁
か
1
0年
続
い
て

い
る

。
日
本
も
戦
争
末
期
か
ら

戦
後
す
ぐ
の
４
年
ほ
ど
、
苦
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
？
あ
れ
が
1
0

ノ

ル
ウ
ェ
ー

男
女
共

同
参
画
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し

て
、
男
女
平

等
社
会
の
神
髄

を
両

分
の
目
で
見
た
り
、
現

場
で

担
当
者
か
ら
直
接
レ

ク

チ
ャ
ー
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
Ｉ
し

高
度
な
福
祉
社
会
の
国
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
は
、
男
女
と
も

が
取
り
や
す
い
育
児
休
業
制

度
や
ひ
と
り
曹
ら
し
の
高
齢

者
が
女
心
し
て
暮
ら
せ
る
2
4

年
つ

づ
い
て

い
る

」

「
9
6年
に

制
裁

が

部
分
解

除

に
な

っ
た

の
で

す

が

、
そ
の

あ

と

国

連
の

締
め

っ

け

か

ひ

ど

く

、
解

除
前
よ
り
ち

っ
と
ひ

ど

く
な

っ
た

。
鉛
筆
で

さ

え
イ

ーフ

ク
に
入

れ
ら

れ
な
い

の

よ

。
鉛

筆
の

芯
は

黒
鉛
气

鉛

は
爆

弾

に

な

る
と
い

う
の
で

す

が
、

ば

か

げ
て

い

る

と

思
い

ま

せ

ん

か
？

」
「
今

、
イ
ラ

ク
で

は

毎
日

毎

回

子

ど

も

が
死

ん

で

い

き

ま

す

。
小

児

ガ
ン
、
白

眼

病
が

多

発

。
私

は
こ

れ
は

湾
岸

戦
争
で

ば
ら
ま

か
れ

た
劣
化

ウ
ラ
ン

弾

の

せ
い

と
し

か
思
え

ま
せ

ん

。

母

の
栄

養
不

良
な

ど
に
よ

る

障

害
児

も
多
回

こ
の

前
行

っ
て

友

達
に

な

っ
た
子

が
次
に

行
く

と

み
ん

な
死

ん
で

い

ま

す
」

1
0年

前
、

イ
ラ
ク

に

救
援
に

た

ち

あ
が

っ
だ
ク
ル

ー

プ
は
い

く
つ

か

あ

っ
た
が

、
今

は
殆

ど

手

を
引

い
て

い

今

日

本
人
の

忘

れ

っ
ぼ
さ

、
イ
ラ

ク
へ

の
イ

メ

ー

ジ
の
悪

さ
も
あ

今

「
で

も
、
誰

も
し

な
い
な

ら
私

か
や

る

う
と

思
い

ま
す

。
子

ど
も
の

生

命

が
こ

ん

な
に

粗
末
に

奪
わ

れ
る

、

許
せ

ま
せ
ん

か
ら

」

現
場
で
聞
こ
う
ナ
マ
の
声

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
学
ぶ
男
女
平
等

だ
後
は
観
光
（

抵
抗
の
博
物

館
、
ビ
ー
ゲ
ラ
ン
公
園
、
イ

プ
セ
ン
博
物
館
、
人
魚
像
ほ

か
）
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

三
井
マ
リ
子
（
女
性
政
策
研

究
家
）
さ
ん
が
同
行
し
、
案

り

ま

す

。
こ

れ
ら

を

。『

能
に

Ｅ

し

た

の
は

、
政

策
や

物
事

を
ふ

決
め

る
場
へ

女

性
が

進
出
し

Ｅ

た
か
ら
で
す

ご

」
の
ツ
ア
ー

で
は
、
保
育
園
や
高
齢
者
施

設
、
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド

事
務
所
、
政
党
、
オ
ス
ロ
市

庁
舎
等
で

、
担
当
者
か
ら
直

接
講
義
を
聞
き
ま
す
。
日
木

語
通
訳
も
っ
き
ま
す
。
学
ん

婦
団
連
、
教
育
改

革
法
案
廃
案
要
望

日
本

婦
人
団

体

連
合
会

は
、
７
日
、
教
育
改
革
関
連

３
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
要

望
書
を
、
文
部
科
学
委
員
会

及
び
、
同
委
員
に
送
付
。
法

案

の
、
大

学
の
「
飛

び
人

学
」
の
拡
大
、
高
校
通
学
区

撤
廃
は
、
競
争
を

激
化

さ

せ
、
「
指
導
力
不
足
」
教
員

の
免
職
・
退
職
は
、
教
職
員

を
萎
縮
さ
せ
創
造
的
な
取
り

組
み
を
学
校
か
ら
奪
う
。
奉

二 ¶｜｜ｌｌ 日 ｜ 日 日 日 日 ｜ 日 日 日 日 日 日 日 卜 ｜

中
国
人
戦
争
被
害
者
に
謝

罪
と
補
償
を
求
め
て

運
動
し

て
い
る
「
中
国
人
戦
争
被
害

者
の

要
求
を

支
え
る

会
」

が
、
財
政
的
な
ピ
ン
チ
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
。
会
費
未
納

者
が
７
０
０
人
近
く
、
専
従

ス
タ
ッ
フ
の
給
与
を
カ
ッ
ト

し
て

や
り
く

り
し
て

い
る

が
、
今
年
は
、
「
慰
安
婦
」

仕
活
動
の
義
務
づ
け
は
、
戦

前
の
教
育
復
活
を
懸
念
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
、
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
民

党
政
冶
の
も
と
で
行
わ
れ
て

き
た
、
競
争
主
義
・
管
理
主

義
教
育
を
改
め
る
国
民
的
な

論
議
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

靖
国
公

式
参

’

反
対

真
宗
遺
・

訌

真
宗

大
谷
派

の
戦

没
者
の

遺

族
で

つ
く
る

「
真

宗
遺

族

会

」（

大

分
勇

哲
代

表

）
は

、

Ｈ
日

、
首
相
の

靖
国

神
社

参

拝

に

反

対

す

る

声

明

を

発

表

、
小

泉
首
相

宛

送
付

。
声

明
で

は

、
首
相
の

公

式

参
拝

は

、
戦

没
者
泄

族
の

要
請
で

あ
り

国

民
大

多
数
の

心
情
で

あ

る
と

亭

つ
が
、
大

切
な
の

は

、
国

家
の

犠
牲
と

な
り

、

侵

略
戦

争
の
加

害
者

と
し

て

中国人戦争被害者を

支える会財政ピンチ

死

ぬ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

ぺ

戦
没
者
の
深
い
苦
し
み

と
悲
し
み
を
共
に

担
い
、
戦

没
者
を
思
い
起
こ
す
こ
と

。

加
害
者
と
し
て

の
責
任
を
担

う
と
し
た
、
村
山
首
相
の
談

話
が
あ
り
な
が
ら
、
公
式
参

拝
、
憲
法
改
正
、
教
科
書
の

歴
史
歪
曲
な
ど
、
岡
民
を
国

家
主
義
的
方
向
に
誘
導
し
よ

う
と
し
て
い
る
政
府
の
あ
り

ょ
う
を

厳
し
く
問
い
続
け
た

い
と
し
て
い
る
。

「
人

骨
由

来

調
査

」

厚
生

労
働

省
発

表

8
9年
東
京

都

新
宿
区

尸
山

町
の

戸
山
研

究
庁

舎

建
設
工

事
中
に

発

見
さ
れ

た
人

骨
に

つ
い
て

、
1
4
日

、
厚
生

労
働

省
は

「
人

骨
の

由

来
調

合
」

を
発

表

。
こ
れ
に

対
し

、「
軍

医

学
校
跡
地

で
発

見
さ

れ
た

第
１

次
訴
・訟

、
強
制

連
行

事

一

件

第
１

次

訴
訟

の
判

決
で

、

一

原

告

の

来

日

な

μ

箚

あ

り

、

多

額

の

資

金

か

必

要

二

人

で

も

多

く

の

協

力

者

气

と

カ

ン

パ

を

呼

び

か

け

て

い

今

問

い

合

わ

せ

・
・

．
鬯

茹
0
3

゜

３

９

４

２

・

８

５

９

１

、

、｀
万

一
心
Ｊ

゛
Ｑ

り
９

４

２

・

只

）
５

９

Ｑ

Ｕ

人
骨

問
頤

を

究
明
す
る

公

」

は

、
同
調

査
で

、
人

骨
が
［

戦

場
か
ら

集

め
ら
れ

た
歇

死

考

等
］
に

よ

る

可

能

性

を

認

め

、

「
新
た

な
調

査
の

手

が

か

り

が
得

ら
れ
る

こ
と

も

あ

り

得
る

こ

と
か

ら

、
保
管

施

設

を
設

け

現
状
の

ま
ま

保

存

す

る

」
と

し

た

こ

と

を

評

価

、

声
明

を
発

表

。
し

か
し

さ

ら
な

る

発
掘
調

査
の

必
要

性
が
認

め

ら
れ
な

か

っ
た
の

で

、

「
今

後
、
発

掘
調

査
の

継

続

を

提

案

し

て

行

く
」

と

。
旧

軍

医
学

校
は
当

時

、

防

疫
研

究

室
に

隣
接

、
７

３

１

部

隊
と
の

関

連
が
指

摘
さ

れ

て
い

た

。

【
新
任
】

肺
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人

矯
風
会
会
長
に
、
高
橋
喜
久

江
さ
ん
が
就
任
。

ミサワホームの環境宣言。
佳 まい づくりは､ 家 族 一人 ひとりの 幸せ を考 える仕 事｡ 生 活 に いちば ん身 近な 企 業 だ からこそ､人と環 鏡 へ の やさしさl二こだ わります1

畦 ま い3 代･19 年 の お つ き みt

ミ サ ワ ホ
ー

ム

ア 蜀 匐3 亰 農暴哂麕μ 躙僻･2rllll 寸uIs6｣.l

エ ネ ル ギ ー を劃 り だ す 住 まい づ くりと い う､ 環 境 保 全 を 行 ってい ま す、

毎 日の 暮 らしが､環 境 保 護 になる家､ そんな住 まい づくりが､t よヽい よ実 現しました｡ その ー つが

ミサ ワホームの｢HYBRID-Z｣｡ 屋 根 全 体 を太 隔 光発 電 に することで､ 火力 発 電 には ほとんど

頼 らず｡ 温 暖 化 の 原 因 であ るＣＯ涛 抑 制 できまｔ さらに､りサ イクル可 能 集 材fM-Wood｣ 、

『ニ ューセラミック』を採 用 することで資 源の 有 効活 用 を 図りまｔ

7
1即

川
田
剛
一

◆

’
意
？

の
変
革
か
ら

シ

ス

テ
ム
”
の
変
革
へ
～
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
を
使
い
た
お
す
に
は

1
4時

北
九
州
市
口
女
性
セ
ン
タ

ー
・
ム
ー
プ

講
帥
＝
上

野
千
鶴
子

（
恵

示
大
教
授
）

要
問
合
せ
…
ム

ー
プ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
1

実
行
委

啻

０
９
３
・
５
８
３
・
3
9
3
9

７
月
２
日
⑤

◆

参
院

選
東

京
選
挙

区

候
補
予

定

者
に

女
性

政
策

を
聴

く
会

1
8時
3
0
分

東

京
ヴ
ーイ
メ

ン
ス

ブ

ラ

ザ
’（
地

・
表

苞

垣
駅

７
分

）

緒

力
靖

夫
（
共

産
）
、
熹
宕

ち
づ
こ

（

無

所
属

）
、
鈴
木

か
ん

（
民

主
）
、
広
田

さ

だ
は

る
（

社
民
）
、
保

坂
さ
ん

ぞ
う
（

自

民
）
、
山
口
な

つ
お

（

公
明
）

Ｅ

催

・・『
同

会

申

込
み

＝
■
G
0
3・
３

２
３

９
・
4
4
8
5

（

遠
山

）
、
㈲
Ｔ

４
７

・
４
６

４

・
0
1
3
2

（
槝
沢

）

7
1喇

刮
佰
一

◆

世
界
人

ロ
テ

ー

特
別

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
人

類
の

挑
戦
Ｌ

『

残
さ

れ
た

5
0年
』

を
ど
う

生

き
る
か
」
、
第
５

回

茄

藤
シ

ヅ
エ

賞
」

授
賞

式

1
3時
3
0
分

卜
本

プ
レ
ス
セ

ン

タ

ー
1
0
F
ホ

ー
ル

シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・
＝

黒
田

俊
大
（

日
大

人

口
研
究

所

名
誉

所
艮

）
、
明

石
康
（

人
口

間
題

協
議

会

会
長

）
、
下

村
満
子

（
ジ

ャ

ー
ナ
リ
ス

ト
）
、
秋
山

豊
寛
（

宇

宙
飛
行
士

）
、コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー
・
：
尾

崎
美

千

生

（

国

際
協
力

事

業
団

客
ｎ

専
門
眄

松

田
知

恵
（

心
理

カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
）

．
問

合
せ
・『『
ジ
ョ
ーイ
セ
フ

「

庄
界

人

他

問
合
せ
・
＝
す
み

だ
女

性
セ

ン
タ

ロ

デ

ー
｀

特
別
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム

事
務

１

四
0
3
・
5
6
0
8
1
7
7
1

跖

四
0
3
・
３
２

６
８

・
3
1
5
0

◆

子
ど

も
の

悩
み

ご
と

相
談

1
5時
～

１７

時
※

毎
週

火

、
木

、
金

に

実

施

電

話

相
談

″
？

３

５
８

１

・
1
8
8
5

▽

面

接
相
談

前
日

1
7時
ま
で

に

予

約
四
0
3
・
３
５

８
１

・
2
2
5
9

い

ず

れ
も
無

料

主

催
…

第
二

惠

汞
弁
護
上

会

フ
月
５
日
吉

◆
研
究
発
表
と
地
域
女
性
史
交
流

の
つ
ど
い
・
女
と
男
、
と
も
に

拓
く

地
域
の
歴
史

7
1引

創

剛
一

◆

「
Ｄ

Ｖ

防
止

法
」

施
行

に

あ

な
た

の
ほ

し

い
’
・
を

実

現

さ

せ
よ

う
Ｉ
・
当

事

者
主
導

の
サ

ー
ビ

ス
構

築

に
向

け
て

1
0 時
～
1
7
時

里

累
ウ
ー″
メ
ン
ス

才

フ
ザ

発

題
者
・
＝
戒

脯
民
汀

（
お

茶

の
水

女
子

大
教

橢
）
、
佐
々
木

静
子

（

産
婦

人

科
医
）
、長

谷
川

京

子
（
弁

護
士
）
、
三

鬼
和
子
（
「
ば
ん

だ
ね

」
フ

ァ
シ
リ

デ

ー
タ
ー

）

事
前
予

約
2

5
0
0

円

、
当
日
3
0
0
0

円

申

1
0時

県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン

込
み

・
問
合
せ
＝
・
（
主
張
す
る
Ｔ

シ

タ
エ

勝
沢
市
矼
の
島
）

発
表
「
花

ヤ
ツ
’」
を
策
め
呑
会
啻
＆
刪
0
3・
５

嫁
道
具
は
ボ
ロ
と
つ
け
も
の
石
・
・・
横

９
１
９
・
3
4
4
7

（
月
水
金
）

浜
の
『
大
陸
の
花
嫁
』
訓
掖
所
」
安
　

◆
子
育
て
講
演
会
「
子
ど
も
の
心

丼
恵
子
、
「
繭
と
生
糸
に
働
く
女
性

を
育
て
る
た
め
に
お
と
な
に
で
き
る

た
ち
Ｉ
高
座
郡
に
兒
る
養
蚕
・
製
糸

こ
と
」

業
」
大
岡
八
重
子
、
４
人
ト
ー
ク
「
垉
　
1
0

時

武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル

域
女
性
史
か
ら
う
を
よ
む
」
、質
疑
応

（
Ｊ
Ｋ
・
武
蔵
境
・駅
北
口
２
分
）

答
と
交
流
会

無
料

主
催
…
史
の

講
師
・
＝
大
河
原
美
以
（
東
京
学
芸
大

会

申
込
み
・
問
合
せ
…
同
セ
ン
タ

助
教
授
）

主
催
・
＝
恵

沢
郡
養
育
家

－

参
画
推
進
部
四
〇
４
６
６
・
2
7・

庭
連
絡
会
他

連
絡
・
＝
ベ
ト
レ
ヘ
ム

２
１
１
７

、
隰
Ｔ
４
６
６

・
2
5・
６

学
園
セ
ン
タ
ー
き
０
４
２
１
・
9
3
。

◆
す

ず
か
け
講
座
「
自
分
ら
し
く
　

◆
７

・
７

集
会

二

日
も
早
く
日

生
き
る
た
め
に
」
　
　
　
　

朝
国
交
正
常
化
を
’・
」

1
4時
、
旧
日
匳
、
1
9日
卜
・
全
3
　
1
3

時

文
京
シ
ビ
″
ク
セ

ン
タ
ー

回

す
み
だ
女
性
セ
ン
タ
ー
（
京
成

４
Ｆ
（
地

・
後
楽
園
駅
１
分
）

講

・
押
上
駅
５
分
）

「
自
分
を
し
ば

演
「
南
北
共
同
声
明
Ｉ

周
年
と
日
朝

る
自
分
に

気
づ
く
≒

自
分
の
思
い
を

関
係
の
圧
し
い
歴
史
認
識
を
」
中
塚

き
ち
ん
と
伝
え
る

な
ど

謡

師

＝

明
（

奈
良
女
子
大
名
誉
教
授
）
、
参
加

者

琴

屁
1
0
0
0

円

、
学
生
５

０
０

円

問

合
せ
・
：
自

主
・
平

和

・

民

主
の

た
め
の

広

範
な
国

民

連
合

・

里

示
四
0
3
・
３

２
３

４

・
3
6
9
0

◆
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

「
2
1
世

紀
の

幕

開

け
、

男
女
共

同

参
画

社
会
の

実
現

に

向
け

て
の

戦
略
～

一
人

ひ
と

り

が

い

き
い

き
と

く
ら

す
た
め

に
］

1
3 時

北

九
州
市

立
女

性
セ

ン

タ

ー

・
ム

ー
ブ

基
調

講

演
・
：
坂
東

眞

理

子
（

内

閣

府

男

女

共

同

参

画

屆

長

）
、パ

ネ
ル

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
；

『

堂

本
暁

子

♀

葉
県

知

事
』
、堀

内

光

子

（
Ｉ
Ｌ

Ｏ

駐
日
代

表
）
、
原
田

匳
了

（

弁

護

士

）
、
橘
木

俊

昭
（

京
大

教

授

）

無
料

要
問

合
せ
・
：
ム

ー

ブ

フ

ェ
ス

タ
2
0
0
1

実
行

委

四
〇
９

３

・
５
８

３

・
３
９

３
（
Ｍ

◆
核

兵
器

廃
絶

一
2
0
0
5

年
に

向

け
て
－

Ｎ

Ｐ
Ｔ

１３
項

目

措
置

を

検

証

す
る

1
3 時

カ
ン

ダ

パ
ン
セ

２
０
１

弓

案

（
水

道
橋
駅

酉

口
５
分

）

外

務

省

孚

定
）
、黒

澤

満
（
大

阪
大

）
、
仁

木

三
智

子
（
日

本
Ｙ

Ｗ
Ｃ

Ａ
）
、
成
兒

幸

子

酋

本
反

核
法

律

家
協

会
）
川

崎

哲
（

ピ
ー
ス

デ

ポ
）

他
1
0
0

0

円

問
合
せ

…
甲

和

資
料

協
同

組

合

（
ピ

ー
ス

デ
ポ
）

四
〇

４
５

・
５

６
３

一
5
1
0
1

◆
盧

溝
橋

事
件
記

念

の
つ

ど
い

! ３
時
3
0
分

か

な
か

わ
県
民

活
動

サ

ポ
ー

ト
セ
ン

タ

ー
（

横
浜
駅

西

口

５

分
）

ビ

デ
オ

『
沈
黙

の
歴

史

を

や

ぶ

っ
て

』（
女

性
国

際

戦
犯
法

廷
の

記

録
）
、
講
演
・：
松
井

や
よ

り
（
Ｖ

Ａ

Ｗ
Ｗ
－

Ｎ

Ｅ
Ｔ

ジ
ャ
パ
ン

代

表
）

５
０

０

円

主
催
：
白

巾
友

好
神

奈

川
県

婦

人

連
絡
会
｛

１
０
４

５

・
２

６

１

・
0
5
2
2

（
火

曜

午
後

）

◆
男

女
と

も
に

働
き

や
す

い
、
匕

卜

に

優
し
い

企
業

の
見

つ
け

方
・

作

り

方
の

ポ
イ

ン
ト

～
男

女
雇

用
平

等

を
め

ざ
し
て

1
3時
3
0
分

江

東
区

商
工

情
報
セ

ン

タ

ー
ビ

ジ
ネ

ス

ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ

・

亀
戸
駅
北

口
２

分

、
力

乂
リ
ア

ブ
ラ

ザ
９

Ｆ

）

福
沢

恵
子
（

フ
リ

ー

ダ

ヤ
ー
ナ

リ
ス
と

、山

極

清
子
（

資

生

堂

人
事

部

ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ

リ

ー
事

務

局
課

長

）
、
大

西
寛

子
（

全
松

坂
屋

労

組
執
行

委
目

）

無
料

中

込
み
・：

都
亀
戸

労

政
事
務

所
晋

及
係

四
0
3
・

３
６

８
２

・
６

３
２

１

、
爾
・
0
3・
３

６
８

４

・
６
０

２
ｒ
り

◆
こ

こ

が
問
題
！

靖

国
神

社
公

式

参
拝

日

本

と
韓

国
の

戦
没

者
遺
児

ら

が
小

泉

首
相
に

降
言

す
る

集
い

1
3時
3
0
分

渋

谷
区

立
動

労
福

祉

会

館
（

渋
谷
駅
（

チ

公

囗
５

分
）

李
照
子
（
父
か
日

本
軍
に
徴
用

さ

れ
、
巾
国
で
戦
病
死
。
知
ら
ぬ
ま
に

「
日
本
に
忠
義
を
尽
く
し
た
」
と
靖

国

神
社
に

合
祀
）
他
、
「
私
の

區

橋
く

に

子
（
元

佐

賀
県

立
女

性
セ
ン

タ
１

館
長

）
、
歌
・
石

原
み

き
子

中

込
み
・
・
向

知
会

魯
０

４
２

・
５

３
１

・
7
4
1
7

（

白

崎
）

言
」
３
分
間
ト
ー
ク

５
０
０
円
　

◆
Λ
植
民
地
犯
罪
Ｖ
を
問
う
学
習

主
催
・：
平
和
濕
族
会
全
国
連
合
会｛
‥

会

０
４
２
・
５
７
４

・
9
2
1
0

（
酉

川
）◆

憲
法
シ
ー
ル
を
広
め
る
集
い

1
3時
3
0分

練
馬
女
性
セ
ン
タ
ー

講
演
「
地
固
め
か
進
む
改
憲
へ
の

道
」
岡
本
厚
（
岩
波
書
店
「
世
界
」

編

集
艮

）
、
今

、
練
馬
で

は

…
教

科
書

採

択
を

め
ぐ

っ
て

、
自
衛

隊
基

地
で

起

き
て

い

る
こ

と

、
他

憲
法

シ

ー

ル

普
及

活
動

に
つ
い
て

主
催

…
憲

法

を
守
る

意

志
を
表

明
す

る
会

問

合
せ
・
亠

？

３
９

９
２

・
4
5
2

9
（

占
川

）

◆
憲

法
と

女
性
＆

女

が
元
気

の
で

る

歌1
4 時

立
川

市
総

合
女

性
セ

ン
タ

ー

・
ア

イ

ム

久

保

田

真

黄
「
憲

法

」
を

愛
す
る

女

性
ネ
ッ

ト
）

郢
船

1
4時

食

糧
会

館
（

垉
・

麹
町

、

半

蔵
門

各
駅

す
ぐ

）

講
演

辺

沢

諭

吉
の
ア

ジ
ア

認

識
」

安
川

寿
之

輔

（

名
古
屋

大

名
誉

教
授

）
、
問
題

提

起

「

Λ
大

東
亜
法

秩

序
▽
と

は

何
か

岡

本
洋

一
（
関

東

学
院
大

大

学
院

）

５

０
０

円

主
催
・
・・
実
行

委

連

絡
・・・
歴

史
の

事
実

を
視
っ

め
る

会

・

前
田

萱
０

４
２
６

・
4
4
・
3
1
4
0

◆

絶
対

使
わ
せ

な
い
！

「
つ

く

る

会

教

科
書
」
７

・
７

杉

並
集

会

1
4 時

高
井

戸
地

域

区
民
セ

ン

タ

ー
（

井
の

頭

・
高
井

戸
駅

す
ぐ

）

小

森
陽

一
（

東
大

教
授

）

主
催
・
＝

杉

並
親
の

会
？

傚

．？
5
9
4
1

.
2
5
0
H

◆

か

西
聖

子
（

武
蔵
野

女

子
大

教

授
）

購

演
会

「
も
し

私

が
、

友
人

が

被
害

に

あ
っ
た

ら
～

性

優
力

、
Ｄ
Ｖ

を
の

り
こ

え
る

道
」

1
4時

横

浜

女

性

フ

ォ

ー
ラ

ム

（
戸

塚
駅

７
分

）
1
0
0
0

円

問

合
せ
・・・
同
フ

ォ
上

フ
ム

啻
０

４
５

・
８

６
２

・
5
0
5
2

（

小
園

）
、圖

0
4
5
4
8
6
2
4
3
1
0
1

◆

記

録
映

画
『

核
の

な
い
2
1
世

紀

を
』

完

成
披

露
上

映
＆

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム

1
8 時
3
0
分

俳

優
座

劇
場
（

地

・

六

本
木
駅

４

ａ
出

口
）

片

桐
匱
樹

（

同
映

画
監

督
）
、
斎
藤
紀
（

核

戦
争

防
止

国

際
医

師
会

議
・
広

島
在

住
医

師
）

前
売
1
0
0
0

円

、
当
日
1

3
0
0

円

甲
込
み

・
問

合
せ
：
上

映
を
す

す
め

る
会

東
京
事

筋
局

四
0
3

一
3
4
7
0

一
８
６
４
冖
○

列
別
8
1剛
回

◆
日

本
女

性
学

研
究
会
７

月

例
会

「

子
ど

も
と

フ

ご

三

ズ

ム
」

1
3時
3
0
分

ト

ー
ン
セ
ン

タ

ー
会

議

室
（
地

・
天

満

橋
駅
）

話

題
提

佩

：
「
で

き
ち

ゃ

っ
た

‘’
の

前

と
後

～

工
藤

静
香
と

わ
た

し
の

近
さ
と

還

さ

他

問
合
せ
・ヽ
ヽ
松

本

″
Ａ

腿

・

6
6
8
1
4
9
7
6
6

川

別

叫

旦

ぶぐ

◆

地

域
三

代
子

育
て
支

援
活

助
者

研

修
会

・
基

本
コ

ー
ス

東
京

会
場

９

、
1
0
日

あ
い

お

い

棡

保
新

宿

ビ
ル

（

渋
谷

区

代

々

木

）
▽

大
阪

会
場

９

月
３

、
４
口

ト

ー

ン
セ

ン
タ

ー
（
大

阪
市

中
央

ぼ

）
▽

福
岡

会
場

全
労

済
モ
ル

テ

ィ

犬
神
レ

１‐Ｉル

（
福
岡

市
中

央
区

）
※

２

日
間
の

基

本
Ｊ
－

ス
と

フ
ォ

ロ

ー

ア

。
ブ
コ

ー
ス

（
1
0
～
Ｈ

月

開
催
）

１

日
間
で

修
・ｒ
6
0
0
0

円

問

合

せ
＝
・
長
寿

社
会

文
化
燮

苔
0
3

・

Ｑ
リ４

卜り
Ｏ

・
Ｏ
・ａ
つ
｀
１

◆
結

婚
の

意
味

を
問
う

継
統

耐
論

４
３

４

回

1
9時

豊

島
動

労
福
祉

会
館

孚

Ｒ

・
池

袋
駅

西
口

）

孚

を

ど

う

育
て

φ

印
」

の
前

に

「
な

ぜ
つ

く

っ

た
の

か

か

、
そ
し
て

そ
の

前

に
も

「
な

ぜ

‘
か

あ
る
と

思

う
ん
て

す

が

…

無

料

問

合
せ

…
同

事
務

屆

四

？

３

３

５

４

・
2
5
4
3

（

藤

村
）

る
側
郎
㈲

◆

小

泉
政

権
で

何
か

変
わ
る

の

か

Ｉ

参
議

院
選

挙
を
ひ

か
え

て

1
4 時

東

京
Ｙ
ｗ
ｃ

Ａ

砂
士

原
セ

ン
タ

ー

講

師
…

菊
地

哲
郎
（

毎
日

新
聞

論
説

委
員

）
1
5
0
0

円
（

会

員
1
3
0
0

円

）

申
込
み

・
問

合

せ
・：
同
セ

ン

タ
ー

四
0
3
・
3
2
6
8

◆

有

期
雇

用
の
対

象

拡
大

反
対

’・

有

期
労

働
者

の
均

等
待

遇
・

権
利

確

立

を
１
７

・
1
1
集

会

1
8 時
3
0
分

シ
ニ
ア

ワ

ー
ク

東

京

（

飯
田

襦
駅
５

分
）

何
か

問
題
か

「

有
期

労
働

者
の
現

状
と

権
利

」

宮

里

邦

雄
（

弁

護

士

）
。黒

岩

容

子

與

）
、酒

井
和

了
（

均

等
待
遇
ア

ク

シ

ョ
ン
2
0
0
3

）
、
現
場

か
ら

報

告

３

０
０

円

主

催
…

有
期
肩

用

労

働

者
権
利

ネ

。
ト
マ

ー
盜

－
0
3
．
３

４
３

４

・
0
6
6
9

（

全
国

一
般

東

東

南
部

気
付

）

ご

回

示

◆
中
国
人
強
制
連
行
・
劉
連
仁
さ

ん
裁
判
判
決

1
3時
2
0分

東
京
地
裁
１
０
３

号

法
廷
1
8

時
3
0分
報
告
集
会

全
水

道
会
館
（
水
道
橋
駅
前
）

５
０
０

円
▽
1
3囗
耐
1
3時
郛
分

中

国

人

「

慰
安

婦
」

郭
喜

翠
さ

ん
本
人

尋
問

東

京
地

裁
１
０

３

号
法

廷
1
6

時

報
告

集
会

弁
護

士
会

館
1
0
0
3

号

室
▽
1
4
日

出
1
4
時

エ
デ

ュ
カ
ス

東
京
（

他
・

麹
町

駅
２

分
）

郭

喜

翠

さ
ん

葆

盲
と
康

健
（

弁
護
十

）

さ

ん

と
語

る

問
合
せ

…

中
国
人

戦

争

被
害

者
の

要

求
を

支
え

る
会
｛
｝
0
3・

３
９

４
２

・
8
5
9
1

７

月
1
3日

㈲
」

◆
刈
羽
村
民
か
拒
否
し
た
プ
ル
サ

ー
マ
ル

1
9時

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
（
地

・
春
日
駅
す
ぐ
）

菅
井
益
郎
（
国

学
院
大
教
授
）

７
０
０
円

主
催

…
金
曜
連
続
講
座

啻
0
3・
3
2
2
1

列

即

犒
田
圃
一

◆
国

連
か

ら
見

た
日

本
の

人
権

差

別
－

人

権
差
別

撤

廃
委
員

会

勧
告

を
ど

う
活
か

す
か

1
3 時

千

代
田

区

公
会
堂

（
地

・

九
段
下

駅
３

分
）

被

差
別

部
落

、

在
日
コ

リ
ア

ン
・

滞
口

外
国
人

、
沖

縄
・
ア

イ
ヌ

民
族

の
視

点
か
ら

友

永
曜

一
．（

部
落

解

放

人

権

研

究
所

長

）
、
辛
淑
玉

（
人

材
育

成
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト

）
、上

村
英

明
（

市
民
外

交
セ

ン
タ

ー
代
表

）
、阿

部
浩

己
（

神
奈
川

大

教

授
）
3
0
0
0

円
（

資

料
の

新
川

譖
箍
代

念
む

）

主
催

・

問
合

せ

＝
反

差
別

国
際

運
動

日
本

委
貝

会

啻
＆
刪
0
3
・

３
５

６
８

・
7
7
0
9
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ＩＬ

Ｖ

野

中
真

理
子

監
督
の

記
録

映

画

「
こ

ど

も
の

時
間

」
が

、
７

月
1
4
日

か

ら
Ｂ

Ｏ
Ｘ

東

中

野

（
Ｊ
Ｒ

東
中
野

駅

前
）
で
モ

ー
ニ

ン

グ
ロ
ー

ド
シ

ョ
ー

さ
れ
る

。

こ
こ

に

登
場

す
る
子

ど
も

た

ち
は

、
も

う
日

本
か
ら

絶
滅
し

た
か

と
思

わ
れ
て

い

る

、
た

く

ま
し
い

沌

ん
こ

”
の

子
ど

も

た
ち

。
な

ん
と

も
楽
し

い
子

ど

も
の

姿

が
8
0分
に

わ

た
り
描

き

出

さ
れ
る

。

舞
台
と

な

っ
て

い

る
の
は

埼

玉

県
桶
川

市
の
田

園

地
帯
に

あ

同
映
画
か
ら
（
右
）
サ
ン
マ
を
か
じ
る
子
。
（
左
）
手

押
し
車
も
お
も
ち
ゃ
に
な
る

る
「
い

な
ほ

保

育
園
」
。
4
0
0

0
坪
の

土

地
に
は

自

然
が
そ

の

ま
ま

残
り

、
山

羊
や

馬
ま
で

飼

っ
て
い

る

。
そ
こ

に
Ｏ

歳
か

ら

６

歳

ま
で

約
１
０

０
人

の
子

ど

も
た

ち
が
い

る
の

だ

が
。

冬
の

朝
は

園
長

先
生

が
大

釜
で

ご
飯

を
炊

き

、
園
長
の

夫

が
高

さ
ｌ

ｙ

の

大
き

な
焚

き
火

を
作

る
こ

と
か

ら
始

ま
る

。
や

が
て

登
園

し
て

く
る

子
ど

も
た

ち
は

、
制

服
も

な
い

、
時

間
割

も
な
い

。

年
が

違
う

子
同
士

が

楽
し
く

遊

ぶ

。
ど
の
子

も
泥

ん
こ

。

寒
風

の
中
で

走

り
回

る
子

は
、
（

ナ

を
垂

ら
し
て

い

る
’
・
ご
は
ん

の

時
間

は

、
肉
じ

ゃ
が
の

肉

を
め

ぐ
り
け

ん

か
し

た
り

、
焚
き

火

で

焼
い

た

サ
ン
マ

を
手

づ
か

み

で

食

べ
た
り
・
…

監

督
の

野
中

さ
ん
は

６

年
前

3
5歳
で

子

ど
も

を
生

ん
だ

。
夫

も
出

版
業
で

忙
し

く

保
育

園
と

ベ

ビ

ー

シ

ッ

タ

ー

探

し

の

日
々

。

そ

ん
な

中
で

次
の

作
品
の
テ

ー
マ

を
子

ど
も
と

決
め

、
あ

る

日

、
保
父

を
し
て

い

る
友
人

に

教
え
て

も

ら
っ

た
「
い

な
ほ

幼

稚
園

」
に

出
掛
け

た

。
そ
こ
で

出
迎

え
て

く
れ

た
の

が
手

作
り

弓
を

か
ざ
し

、

顔
も
服

も
泥

ん

こ

、
鼻
水

た
ら
し

た
子

ど
も

た

ち
だ

っ
た

。
そ
の

日
帰

宅
し

た

野
中

さ
ん

は
、

夫
に

「
楽
し
い

保
育

園
が

あ
る
か

ら

桶
川
に

引

っ
越
し

た
い

」
と

提

案
。
桶
川

が
ど
こ

に

あ
る
か

も

知
ら
な

か

っ
た

夫
は

軽
く

「
い
い

よ
」

と

言
い

、
夫

妻
は
引

っ

越
し

、
野

中
さ

ん
は

生
後
７

ヵ

月
の
坊

や

を
こ
の

保

育
園
に

あ

ず
け

撮
影

を

開
始

。
６

年

間
カ
メ
ラ

を
ま

わ
し
つ

づ
け
た

。

こ
の

保

育
園
は

、
埼
玉
県

上

尾
市
の

公

立
保

育
園
で

働
い
て

い
た

保
毋

さ
ん

た
ち

が
、
子

ど

も
に

と

っ
て

の
よ

い

環
境
と

よ

い
保

育
を

求
め
て

つ

く
り

あ
げ

た
と
こ

ろ

だ
が

、
こ
の

映
画
で

は
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン

（

イ
ッ
セ

ー

尾
形
）
も
ご
く
少
な
く
、
そ
う

し
た
事
情
は
あ
ま
口
わ

か
ら
な

い

。
監
督
の
意
図
は
、
そ
ん
な

説
明
で
は
な
く
子
ど
も
の
姿
そ

の
も
の

を
描
き
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
子
ど
も
た

ち
が
、
間
違
い
な
く
現
代
日
本

の
首
都
の
す
ぐ
そ
ば
の
町
に
実

在
し
て
い
る
こ
と
も
。

1
6ミ
リ
、
カ
ラ

ー
、
撮
影
・

夏
海
光
造
、
製
作
・
マ
ザ
上
コ

ン
ト
、
8
0分
。
Ｂ
Ｏ
Ｘ
東
中
野

で
の
上
映
は
毎
日
且
時
か
ら

。

当

日

料

金
・
大

人
1
7
0
0

円
、
中
学
生
、
シ
ニ
ア
ー
０
０

０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
小

学
生
と
一
緒
の
父
、
毋
は
当
日

1
0
0
0

円
に
割
引
、
も
う
す

ぐ
母
さ
ん
も
1
0
0
0

円
に
割

引
。な

お
こ
の
映
画
を
自
主
上
映

し
ま
せ
ん
か
と
呼

び
か
け
て
い

る
。
夏
休
み
に
子
ど
も
と
一
緒

の
映
画
会
に
も
最
適
。
問
い
合

わ
せ
…
マ
ザ
上
コ
ン
ト
g
0
3・

３

４

９
７

・
０
１

４
０

。

助

成

グ

ル

ー

プ

が

決

定

！

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
活
動
に

さ れ た成 果 が 展 示活 動 の記 録は 、発 表 会 会 場 に

女
性

を
中

心
に
し

た

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

ー
グ
ル

ー

プ
を

応
援

す

る
た
め
の

「
エ

イ

ボ
ン

ー
ク
ル

ー
プ
サ

ポ

ー
ト

」（

エ

イ

ポ
ン
女

性

文
化
セ

ン

タ
ー
）
の

、
2
0
0

1
年

、
女

性

対

象

ク

ル

ー

プ

が
、
こ
の

ほ

ど
決
ま

っ

た
。
1
9

日

、
東

京
・

新
宿
の

同

社
ホ

ー

ル
で

発

表
会

が
行
わ

れ

、
全
国

か

ら
応

募
の
２
５

８

ク
ル

ー

プ

の

中
か

ら

、
2
0ク
ル

ー

プ
が

選

ば
れ

、
ク
ル

ー
プ
代

表
に

総
額

５
０

０
万

円

が
贈
呈

さ
れ

た

。

「
－

ク

ル

ー

プ

サ

ポ

ー

ト

」
は

、
1
9
8
3

年
ス

タ

ー

ト

。
今

年

で
1
9
回

目

に

な

っ

た

。
同
セ

ン

タ
ー
で

は

、
今
回

が
、
2
1
世
紀
ス

タ
ー
ト

の

年
に

当

た
る
こ

と

か
ら

、
過
去
1
0
年

に

わ
た

る
応

募
ク
ル

ー

プ
の
活

勵
分
野

を
１

年

ご
と
に

分
析

。

そ

の
結

果

、
応
募
し

て

く
る

ク

ル

ー

プ
の
活

動
内

容
は

、
そ

の

ま
ま

、
そ
の

時
代

・

社
会
背

景

を
反
映
し

、
そ
の

ニ

ー
ズ
に

応

え

る
活

動
に

な

っ
て

い

る
こ

と

が
明
ら

か
に

な

っ
た
と

い
う

。

活

動
対

象

を
大
別

す
る

と

、
孚

ど

も
」「
障
害

者
≒

高
齢

者
≒

女

性

問
題

」「
外

国
人

」「
そ

の
他

」

の
６

分

野
だ

が

、
活

動

そ
の

も

の

が

、
社
会

奉
仕

的
な

も
の
か

ら

、

「
自
分

ら
し

く
生

き
る

た

め

」
に
と

変

化
。

取
り

上
げ

る

問

題
も

、
地

域
の

環
境

問
題

な

ど

の
身

近
な

も
の
か

ら

、

「
視

覚
障
害

者
の

性
教

育
や

、
独
り

暮
ら
し
の
障
害
者
の
ナ
イ
ト

ー

ケ
ア
」
な
ど
、
人
権
問
題
に
踏

み
込
み
取
り
組
む
ク
ル
ー
プ
が

出
始
め
て
い
る
。
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
動
き
も
。
「
財
政
規
模

も
大
き
く
な
り
、
１
０
０
万
円

か
ら
1
0
0
0

万
円
と
い
う
ク

ル
ー
プ
も
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
と

移
行
す
る
過
程
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た

、
パ
ソ

コ

ン

を
使

っ

て

、
広
範
囲
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

し
て

き
て
い
る
の
も
、
こ
こ
1
0

年
の
特
徴
。
「
子
ど
も
」
を
対

象
に
し
た
活
動
は
年
々
増
え
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
、
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
活
動
か
ら
、
子
育

て
中
の
母
親
に
対
す
る
「
子
育

て
支
援
」
に
。
子
育
て
支
援
の

た
め
に

、
行
政
に
提
案
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
地
域
に
出
て
い

く
姿
が
見
え
る
と
い
う
。

エ
イ

ボ
ン

ー
グ
ル
ー
プ
サ

ポ
ー
ト

「

慟

く

女

た

ち

の

記

録
2
1

世

紀

へ

」

次
代
を

紡
ぐ
（
公

募

編
）

関
西

女
の

労
働
問

題

研
究

会
・

編
集

本
書
に
収
め
ら
れ
た
記

録
は
、
関
西
労
働
問
題
研

究
会
が
公
募
し
た
「
伝
え

た
い

、
残
し
た
い

、
働
く

女

た
ち
の

記
録

」
の

応
募

作
2
5
編
の

中
か

ら

、
選
ば

れ

た
1
1
編
で

あ

る

。

選
考

基
準
は

①
自

分
が

ど

う
関

わ
っ
た

か
の

自
分

史

②
事

実
だ
け
で

な

く
自

分

が
ど

う
挑
ん
で

き

た
か

③
で

き

る
だ
け

草
の

根
の

活

動
か
ら

、
と

さ
れ

た
。

最
優

秀
作
は

、
学

童
保

育

指

導

員
３

名

に

よ

る

「

安
上

が
り

政
策
の

矛
盾

に
疑

問

を
感
じ
て

」
で

、

先
輩
の
竹
内
喜
代
子
さ
ん

か
ら
の
聞
き
書
き
だ
。
文

部
省
が
留
守
家
庭
児
童
会

へ
の
助
成
を
認
め
た
1
9

6
6
年
に
指
導
員
に
な
っ

た
竹
内
さ
ん
は

籤

課
後

の
子
守
り

”
の
位
置
づ
け

か
ら

正
職

員
化
を

め
ざ

し
、
組
合
づ
く
り
に
力
を

注
ぐ
。
そ
の
運
動
が
後
輩

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

民
間
企
業
の
中
で
卑
劣

な
い
じ
め
に
あ
い
な
が
ら

も
、
ひ
と
り
で
闘
い
続
け

£

ん
な
労
組
”
結
成
に

関
わ
っ
た
「
働
く
女
の
尊

厳
を
追
求
し
て
Ｉ
男
女
賃

金
差
別

裁
判

に
至
る

ま

で
」
の
迫
力
、
「
臨
時
職

員
の
女
た
ち
の
闘
い
」
で

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て

働
い
て

き
た
人
の
「
こ
れ

ま
で
に
勝
ち
取
っ
た
諸
制

度
は
永
遠
で

は
な
い
」
の

言
葉
の
重
味
。
ど
の
運
動

も
次
世
代
に
受
け
継
が
れ

る
の
が
願
い
だ
。

ま
だ
ま
だ
日
本
に
は
男

女

差
別

意
識

が
根
強
い

が
、
そ
れ

に

挑
戦

す
る

個
々
人
の
努
力
こ
そ
が
社

会
を
変
え
る
と
、
体
験
記

は
確
信
さ
せ
て
く
れ
る
。

末
尾
に
、
女
性
の
労
働
と

暮
ら
し
を
主
に
し
た
2
0世

紀
１
０
０

年
の
年
表
も
あ

り
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
読

ん
で
欲
し
い
本
で
あ
る
。

（
陽
）

（
松
香
堂
　
本
体
2
0

0
0
円
）

「

共

生

の

法

律

学

」

大
谷
恭
子
・
著

弁
護
士
で
あ
る
著
者
が

女
子
大
で
法
学
の
講
義
を

し
た
折
、
し
ら
け
て
い
る

と
い

う
い
ま
の
若
者
が
、

身
を
乗
り
出
す
の
を
体
験

し
て
、
本
書
を
書
く
こ
と

を
思
い

立

つ
た
と
い

う

が
、
ま
こ
と
に
身
に
し
み

て
読
め
る
。

障
害
者
、
病
人
、
被
差

別
部
落
民
、
外
国
人
、
同

性
愛
の
人
々
な
ど
、
少
数

派
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

ど
れ
ほ
ど
社
会
に
偏
見
と

差
別
が
あ
る
か
、
法
律
が

ど
こ
ま
で
支
え
に
な
っ
て

い
る
か

、
裁
判
の
事
例
を

通
し
て
実
感
さ
せ
て
く
れ

る
。1

9
7
8

年
の
金
井
康

治
君
自
主
登
校
裁
判
は
、

養
護
学
校
か
ら
地
元
の
小

学
校
に
移
り
た
い
と
願
っ

た
少
年
を
、
教
育
委
員
会

も
地
元
の
小
学
校
も
、
学

校
教
育
法
を
た
て
に
、
頑

と
し
て

校
門
か
ら
入
れ
ま

い
と
し
た
話
で
、
驚
か
さ

れ
る
。
著
者
は
障
害
者
と

の
共
生
に
よ
っ
て
社
会
が

変
わ
る
こ
と
を
阻
ん
で
い

る
の
は
分
離
別
学
を
強
制

し
う
る
現
行
学
校
教
育
法

に

あ
る
と
言

明
し
て

い

る
。法

律
は
法
律
に
よ
っ
て

し
か

廃
止
で

き
な
い

た

め
、
1
9
9
6

年
３
月
ま

で
「
ら
い
予
防
法
」
が
生

き
続
け
た
話
も
あ
る
。
ま

た
戦
後
補
償
問
題
で
も
、

莫
大
な
補
償
金
を
2
1世
紀

ま
で
続
け
る
ド
イ
ツ
や
ア

メ
リ
カ
と
比
べ
て
、
日
本

は
国
籍
・
戸
籍
条
項
で
自

国
民
に
し

か
償
い

を
せ

ず
、
補
償
問
題
の
立
法
は

放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
人

権
に
関
す
る
こ
と
で
は
、

日
本
は
国
連
の
勧
告
を
受

け
て
や
っ
と
動
く
と
い
う

事
例
が
あ
ま
り
に
多
い

。

若
者
に
限
ら
ず
知
っ
て
お

き
た
い
内
容
だ
。
（
陽
）

（

有
斐
閣

本
体
1
8

0
0
円
）

″
愃
冫
尊
ｊ
ン
タ
ー
ル

″
汾

ご
ぶ
；

”

昨

年

度

の

最

優

秀
「
緑

の

カ

ー

テ

ン

」
作

戦

糾

釧

彰

打

の
中
の
省
エ
ネ
」を
テ
ー
マ
に
。

財
団
法

人

・
省
エ

ネ
ル

ギ

ー

セ
ン

タ

ー
は

、
今
年

も

「
省
エ

ネ
コ

ン
ク

ー
ル

」

を
実
施

す
る

が

、
そ
の

実

施
要
綱

が
決

ま

っ

た

。
省
エ

ネ

を
テ

ー
マ
に

し
た

す

ぐ
れ
た

作
品

の
応

募

を
期
待

し
て

い

る
。

い

ず

れ

も
９

月
3
0
日

締

切

り

。
問
い

合
せ

は

、
干
1
0
4

1
0
0
3
2

東
京
都

中

央
区
八

丁

堀
３
－
1
9
－

９
ジ

オ
ハ

丁

堀

（

財
）

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
セ

ン
タ

ー

企
画

広
報

部

啻
0
3・
５
５

４

Ｑ

り

゜

Ｑ
ｕ
Ｏ

ｌ

ｎ
Ｊ
ｏ

②
小
論
文
コ
ン
タ
ー
ル
凵
高

校
生
か
ら
一
般
ま
で
。
身
近
な

省
エ
ネ
ア
イ
デ
ィ
ア
、
工
夫
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
1
6
0

0
～
2
0
0
0

字

③
実

践
コ
ン
ク
ー
ル
凵
個
人

ま
た
は
団
体
対
象
。
家
庭
や
職

場
、
学
校
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
で

、

一
定
期
間
の
省
エ
ネ
の
実
践
活

動
や
省
エ
ネ
設
備
改
善
事
例
な

ど
の
結
果
を
ま
と
め
る
。
写
真

や
デ
ー
タ
添
付
の
こ
と
。

こ
の
中
竺

般
の
人
々
に
応

募
し
や
す
い
の
は
、
「
省
エ
ネ

大
竹
さ
ん
の
室
内
か
ら
み
た
風
景
。
軽
井
沢
の
よ
う

大
竹
さ
ん
の
家
の
見
事
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

実

践
コ

ン

ク

ー
ル

」
だ

ろ
う

。

わ

が
家
に

お
け

る

省
エ

ネ
の
工

夫

、
成

功
が
そ

の

ま
ま

材
料
に

な

る
。

昨
年

度
の
入

賞

作
品
を

紹

介
し
よ

う

。

自
分
の

省
エ

ネ
実

践

を
書
け

ば
い

い
の

だ

か
ら

難
し
い
こ

と

で

は
な
い

の

だ
が

、
コ
ン

ク

ー

ル

で

入

賞

し

よ

う
と

思

っ

た

ら

、
た

だ
「
し

ま
し

た

」
だ
け

で

な
く

、
デ

ー
タ

を
き
ち

ん
と

書

き
、

説
得

力
の

あ
る
こ

と

が

大

切
。
そ

の

実
践

も

、
ケ
チ

ケ

チ

作
戦

一
点
張

り
で

は

、
真
面

目
で

は

あ
っ
て

も

少
々

息
苦
し

く

な
る

。
昨

年
度
の
Ｉ

位
「

緑

の

カ
ー
テ

ン

作
戦
」（

東

京
都

世

田

谷

区

大

竹

隆

之

さ

ん

）

は

、
斬

新
で

文
句

な
し
の

最

優

秀

賞
だ

っ
た

。

大
竹

さ
ん
は

地
上

３

階
地
下

―
階
の

集
合

住
宅
の

２

階
東
南

角
部
屋
に

住

む
。
同

じ

位
置
の

Ｉ

階

、
地
下
１

階
に

住

む
住
人

に

協
力

を
た
の

み

、
南

側

―
階

か

ら
２

階
パ
ル

コ

予

‐
の

天
井

に

麻
ヒ

モ

を
3
0
セ
ン

チ

間
隔
に

結
び
Ｉ

階
に
ヒ

ョ

ウ
タ
ン

、
へ

チ
マ

、
キ
ュ
ウ

リ

な
ど

を
植

え

た

。
苗

は
梅
雨

明

け
と
と

も
に

成
長

、
２

階
ま
で

覆
い
尽

く

す

緑
の
カ

ー
テ
ン

に

。
東

側
は
窓

に
ス

ダ
レ

を
か
け
ア

サ

ガ
オ

、

フ

ウ
セ

ン
カ

ズ
ラ

を

植
え

、
は

わ
せ

た

。
こ
の

結

果

、
直
射
日

光
は
カ

ッ
ト

さ
れ

、
外

気
温
3
6

度
の

日

も
冷
房

な
し

で

室
温
2
6

度
。

部
屋
か

ら
の

眺
め
は

ま
る

で

軽
井

沢

。
お
ま
け

に
キ

ュ
ウ

リ

や

ニ
ガ
ウ
リ

を

ど
っ

さ
り

食

べ
た
と

。
審
査
員

も
涼
風

を

感

じ

る

よ

う

な

実

践

報

告

だ

っ

た

。
隣

人
と
の

協

力
も
評

価

さ

れ
た

。

優

秀
賞

、
奨
励

賞
で
は

、
こ

ま
め
で

地

道
な

実
践

を
長

く

続

け
て

い

る

も
の

が
多

く
見
ら

れ

た
。

短
時

間
し

か

使

わ
な
い

器

具
は

プ
ラ

グ
を
抜

く
と

か

、
ト

イ
レ

の

温

水
便
座

の
メ
モ

リ

を

中
か
ら

弱
に

す
る

。
電

気
だ

け

で

な

く

、
水
の

節
約

。
買
い

物

の

と

き
に

袋
持

参
等
々

。
僅

か

な
こ

と

の
よ

う

だ
が

、
毎
日
の

積
み
重

ね

が
ア

″
と

驚
く
よ

う

な
結
果

に
な

っ
て

い
る

。

（

財
）
省
エ

ネ
ル

ギ

ー
セ

ン

タ

ー
で

は

、
斬

新

な

も
の

、

ゴ
ツ

ゴ
ツ
地

道

な
も
の

、

す
ば
ら
し

い

実

践
報

告
を

待
っ
て
い

る

。

「
青
鞜
」
創
刊

か
ら
9
0年

目
立
つ
関
連
出
版
、力
作

尾
竹
紅
吉
、
岩
野
清
子
の
評
伝

女
性

の
歴

史
を
い

う
と

き

避
け
て

通

れ
な
い

の

が

「
青
鞜

」
。
明

治
の

末
と
い

う

時
代

に
世

間
の

激
し
い

攻

撃

に

さ

ら

さ

れ

な

が

ら

、
女

の
生

き
か

た
を

論

じ

た

。
今
年

は

「
青
鞜

」

創
刊
か

ら
9
0
年
の

年

。
こ

れ

に
あ

わ
せ

る
か
の

よ

う

に

「
青
鞜

」
に
関

連
し

た

出

版

が
目
立

つ

。

評
伝
で

は

「
青
鞜
の

女

・
尾

竹
紅
吉

伝
」（
渡
辺

澄

子
著

・
不

二
出
版

）
と
「
自

ら
を

欺
か

ず
　

泡
鳴
と

清

子
の

愛
」（
尾

形
明

子
著

・

筑
摩

書
房

）
。
著
者

は
と

も

に

日

本
近
代

文

学
の
研

究

者
で

あ
り

、
と
も

に
2
0
年

以

上

資
料
や

証
言

の
聞

き

取

り

に
つ

と
め

、
時
間

を

か
け
て

書

き
上

げ
た
力

作

だ

。尾

竹

紅

吉
（

富

本

一

枝
）
は

、
青
鞜
の

女
た

ち

の

中
で

は
ら

い
て

う
に

次

ぐ
有

名
女
性
で

あ

り

、
派

手
な

存
在
で

あ

る
の
に

、

本

格

的

評

伝

は

初

め

て

だ

。
1
9歳

で

青

鞜

に

入

り

、
ら

い

て

う

に

愛

さ

れ

、
若
さ

の
無

邪
気
さ
で

「
五

色
の

酒
」

の
美
し

さ

に

感
動
し

、
叔

父

・
尾
竹

竹
坡
の

お

膳
立
て
で

吉
原

に

行

っ
た
こ

と
で

、

「
新

し

い

女
」
と

マ
ス
コ

ミ

か

ら
袋
叩

き
に

あ

う
。

女
性

史
家
の

中
で

も

、
紅
吉
の

軽
は

ず
み
で

青
鞜

が

非
難

を
受

け
た

と
紅

吉
を

責
め

る
人

が
多
い

が

、
著
者
は

「
自

由
闊

達
な
天

性
の
フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト

」
、
「
女

を
愛

し
た

女
」

と
そ
の

魅

力
を

肯
定

的
に

書
い
て

い

る
。

紅

吉
は

青
鞜

を
や
め

ざ

る
を
え

な

く
な

っ
た

が
、

文
芸

雑
誌

「
番

紅
花

」
創

刊

。
陶

芸
家
富

本
憲

吉
と

結
婚

。
理

想
の

力

″
プ
ル

と
み

ら
れ

、
丸

岡
秀
子

は

じ
め

多
く

の
人
に

影

響
を

与
え

る

が
、
結

局
戦

後
別

れ

住
む
よ

う
に

な
る

。
思

想
の

ち

が
い
と

と
も
に

、

一

枝
を
と

り
ま

く
女
の

多

さ
（

同
性

愛
と
い

わ

れ
る

こ

と

も
）

も
そ
の

原
因
の

よ
う

だ

。
そ
の

後
児

童
書

出

版
を

起
こ

し

た
り

、
6
6

年
に
7
3
歳
で

死

ぬ

ま
で

「
暮
し

の
手

帖
」

に
子

ど

も
の

た
め
の

お
は

な
し

を

書
き
つ

づ
け

た

。
一
枝

は

背
の

高
い

女
性

だ
っ
た

よ

う
だ

が
生
き

方
も

大
き

く

。
新
し

い

。
精

密
な
年

表

、
著
作

年
譜

、
参
考

文

献

が
つ

い
て

い

る

。
紅
吉

に
ふ

れ

た
文
章

文
献
の

多

さ
に

も
驚

か
さ
れ

る

。

「
自
ら

を
欺
か

ず
」
は

岩
野

清
子
（

遠

藤
清
子

）

が

主
人
公

。
清
子

は

青
鞜

に
最

初
か

ら
入

っ
て

い

る

が
そ
の

と

き
2
9
歳

、
ら

い

て

う

よ
り

年
上
で

、
か

な

り
明

確

な
婦
人

問
題

意
識

を

も

っ

て

の

参

加

だ

っ

た

。
夫

・
泡
鳴

も
青

鞜
に

好
意

を
よ
せ

る

作
家
（

清

子

は
２

番

目

の

妻

）
だ

が
、
子

ど
も
の

生
ま

れ
た

あ
と

、

泡
鳴
は

同
じ

青
鞜

の

女
性
と

愛
人

関
係
に

な

り
同

棲

、
マ
ス
コ

ミ
の

話

題
に

な
り

、
清

子
は

夫
に

同

居
請

求
の

訴
訟

を
起
こ

し

泡
鵈

は
離
婚

訴
訟

を
起

こ

す
。

裁
判
と

罵
り
の

３

年

間
。
し

か
し

清
子

は
プ

ラ
イ

ド

を
も

っ
て

自

ら
を

欺
か

ず

生
き

る
。
そ

の
後

新
し

い

愛
も

生
ま
れ

る
が

3
8歳
で

急
逝

。
不
遇

、
貧

窮
の

Ｉ
生

か

も

し

れ

な

い

。
著

者
が

清
子
に

関
心

を
持

っ
た
の
は

、
大
学
院

生
の
と

き
清
子

が

泡
鳴
と

の

同
棲

か
ら

離
別

ま
で

を

書
い

た

「
愛
の

争
闘

」
の

コ

ピ
ー

を
見
て

か

ら
と
い

う

。
長
年
の

思
い

が
評

伝

の

枠
を
越

え

、
時
に
エ

ッ

セ

ー
風

、
時
に
よ

み
も
の

風
で

あ

る
。

（
「
尾

竹

紅

吉

伝

」
本

体

2
5
0
0

円

）（
「
自

ら

を

欺

か

ず
」
本

体
2
4
0
0

円

）
『
青

鞜

』
人

物

事

典

１

１

０

人

の

群

像

「
『
青
鞜
』

人
物

事
典
　

１

１
０

人
の

群

像
」
ら
い
て

う

研
究

会
編
（

大
修
館

書

店

）
。
同
研

究
会
は

４

年
前

「
青
鞜
の
5
0
大
」
を

冊
子

と

し
て

刊
行
し

た
が

、
今

買売春は｢絶対悪｣
季刊｢批判精神｣が特集

季
刊
「

批
判
精

神
」
第
７

号

が
「

絶

対
悪

と

し

て

の

買

売

春
」
を

特

集
し

て

い

る
。
１
４

８

ペ
ー

ジ
の

同

誌
の

う
ち
約
8
0
ペ

ー
ジ

を

さ
く

力
の
い

れ
よ

う
だ

。

フ

ェ
ミ
ニ

ス
ト
の

中
に

も

、
自
由
に

体
を

売
る
な

回

、
青

鞜

の

（
関

わ

っ

た
）

女
性
8
8人

、
青
鞜

周

辺
の
男

性
1
3人

、
青
鞜
に

深
く
影

響
を

与
え
た

外
国

人

９
人
の

ミ
ニ

評
伝

を
ま

と
め

た
。
青

鞜
の
女
性

は

大
体
１

人
２

ペ
ー
ジ
写

真

付

き

。
男
性

、
外
国
人

は

１

人
Ｉ

ペ
ー

ジ
。
青
鞜

は

有
名
だ

が

、
関
わ
っ
た

女

性
た
ち

は
一

部
の

有
名

人

以

外
わ

か
ら
な

い
こ
と

が

多
く

、
研
究

会
会
員
は

わ

ず
か

な
手

掛
か

り

、
研

究

を
も
と
に

、
遺
族
を

捜
し

出
し
よ

う
や

く
情
報

を
え

た
り

苦
労

を
重
ね
こ
の

事

典
を

つ
く

っ
た

。
同

研
究

会
で

は
ま
だ

ま
だ
不

明
な

こ
と

が
多
く

情
報

が
ほ
し

い
と
い

っ
て
い

る

。
ほ
か

に

解
説

、コ

ラ
ム

、
資

料
つ

き

。（

Ａ
５
判
２

７
０

ペ
ー

ジ
　

本
体
3
0
0
0

円
）

ら

そ

れ

は

労

働

と

し

て

認

め

る

べ

き

だ

と

、「
セ

ッ

ク

ス

お

仕

事

論

」
が

根

強

く

あ

る

が

、
こ

の

特

集

は

両

論

併

記

で

な

く

買

売

春

を

絶

対

悪

と

し

、
「
お

仕

事

論

」
を

認

め

な

い

論

文

ば

か

り

だ

。

「

性

は

人

権

で

あ
り

人

格

で

あ

る

」（

高

橋

喜

久

江

）
。

「

買

売

春

の

完

全

合

法

化

は

女

性

の

平

等

権

を

崩

す

」（

杉

田

聡

）
、「

生

、
死

、

愛

、
性

は

労

働

た

り

え

な

い

。

買

売

春

は

労

働

で

は

な

い

」（

山

口

泉

万
安

藤

鉄

雄

）

と

「

売

春

」

も

自

由

だ

と

い

う

論

に

徹

底

的

論

陣

を

は

っ
て

い

る

。

定

価

1
5
0
0

円

。

問

い

合

わ

せ

は

発

行

の

オ

ー

ロ

ラ

自

由

ア

ト

リ

エ

啻
0
3
・
3
7

9
2

一
9
6
5
1

へ

。

エ

ン
ジ
ヨ
ず

匸

憚
慝

ナ

ン

プ

ラ

ー
（

魚

醤
）

は

、
タ

イ
料

理
の

特
徴
の

ひ

と

つ

。
魚
に

塩
を

加
え
て

発

酵

さ
せ

た
調

味
料
で

す

。

ベ

ト

ナ

ム

で

は

「

ニ

ョ

ク

マ

ム

」
。
囗

本
の

東
北

地
方
で

使

わ

れ

て

い

る

し

ょ

っ

つ

る
」
に

似
て

お
り

、
代
用

す

る
こ
と

が
で

き
ま

す

。
く
せ

の

あ
る

匂
い
で

す

が

、
料
理

の

隠
し

味
に

使
う

と
風

味
が

増
し
ま

す

。

今
回

は

、
サ
ラ

ダ
の

ド
レ

ッ
シ
ン

グ
に

、
ナ
ン

プ
ラ

ー

を
使
い

ま
し

た

。
さ

っ
ぱ
り

と
し
た

味
に

仕
上

が
り

、
油

･・370^

を
使
わ
な
い
の
で
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
中
の
人
も
安
心
で
す
。

使
用
ス
パ
イ
ス
は
、
ホ
ワ
イ

ト

ペ
パ
ー
、
タ

ー
メ
リ

ッ

ク
、
唐
辛
子
。
白
身
魚
な
の

で

、
ホ
ワ
イ
ト

ペ
パ
ー
を
使

っ
て
い
ま
す
が
、
青
魚
の
場

合
は
、
生

臭
み

が
強
い

の

で

、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
ー
が
よ

り

効

果
的
で

す
。
唐

辛
子

は
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
昧
を

引
き
締
め
、
ま
と
め
ま
す
。

辛
さ
は

、
好
み
で
調
整
し
ま

し

ょ
う
。

「
作
り
方
」

①
魚
の
下
味
ソ
ー
ス
を
作

り

、
魚
に
ふ
り
か
け
下
味
を

つ
け
る
。
レ
モ
ン

、
ラ
イ
ム

は
果
汁
を
絞
っ
て
お
く
。

②
ア

ボ
カ
ド
は
縦
に
切
り

込
み
を
入
れ
、
ひ
ね
っ
て

割

り
、
種
を
取
り
出
す
。
皮
を

手
で
剥
き
、
厚
さ
５
い
に
切

新 鮮 な 材 料 を そ ろ え ま す

゛゙９今回朧 自

友　　　　　 气

り
、
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
Ｉ
を

か
け
る
。

③
玉
ね

ぎ

は
ス
ラ

イ
ス

し
、
ル
ッ
コ
ラ
は
洗
っ
て
水

気
を
取
る
。

④
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
調
味

料
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

隠
し
味
に
も
有
効
な
ナ
ン
プ
ラ
ー

こ れ 力ヽ ら の 季 貨削こピ ッ タ リ さ っぱ りq末

⑤
平

皿
に

、
玉

ね
ぎ

、
ル

ッ

コ

ラ

を

敷

き

、
ア

ボ

カ

ド
、

魚
を
交

互
に

盛
ひ

合
わ

せ

、

ド
レ
ッ

シ
ン

グ
を

か
け

る
。

最

後

に

、
香

菜

を

飾

る
。（

資
料
提

供
・

ラ
イ

オ
ン

家
庭

科
学
研

究

所
／
料

理
指

導
・

園
田
匕

囗
子

）

ア

ボ
カ

ド

ー
個

、
白
身

魚

（

刺
身
用

）
３
０

０

气

魚

の
下

味
用
ソ

ー
ス
（

塩

、
ホ

ワ

イ

ト

ペ
パ

ー
、
タ

ー
メ
リ

ッ

ク
各

少
弋

ク
レ

ー

プ
フ

ル

ー
ツ
絞
ひ

汁

袙
個

分
）
、
紫

玉
ね

ぎ
Ｉ

個

、
ル

ッ
コ
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［
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菜
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催
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藻
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メ
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７
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1
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ま
で
1
0時
～
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時
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館
　
東
京
ガ
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６
８
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岡
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２
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０
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